
    
      
        
      
    

  










秘密のとろあま百合日記




水無月はな








目次


プロローグ


第一章　美容師さんと同居することになりました


第二章　同居人はお酒で記憶が飛ぶようです


第三章　カフェでパティシエをすることになりました


第四章　この感情がなんなのかわかりません


第五章　お風呂でいちゃいちゃするなんて心臓がもちません


第六章　ふたりとも嫉妬しているようです











プロローグ




ベッドに押し倒されるという状況になったことがないものだから、いったいどうすればよいのかわからなかった。

ただ、自分に覆いかぶさっている女性は瞳を熱っぽく潤ませて、愉しそうに笑っている。彼女の下着は鮮やかな紫色だった。

零こぼれんばかりの乳房につい目がいってしまう。大きくて柔らかそうな胸を覆う紫色のブラジャーはところどころ透けていて、そこから覗く白い肌とあいまって艶っぽかった。

「ご、ごめんなさい」

壱郷いちごう百花ももかはしどろもどろになりながら目の前の女性――弐方にのかた沙祈さき――に謝った。こんな状況になってしまったのは、もとはといえば百花が沙祈の体を支えきれなかったせいだ。泥酔している沙祈をベッドに寝かせようとしていたところでよろけて、ベッドに倒れ込んでしまったのだ。

沙祈は酔っぱらっているせいで腕に力が入らないのか、百花の胸に自分の胸を押しつけるようにして突っ伏す。

「……っ！」

大きな乳房で押しつぶされている。初めての感覚だ。上に乗っかられてしまって重いはずなのに、苦しさは感じない。それどころか、なにか別の感情が見え隠れする。

――なんなの、これ……？

沙祈の吐息は熱い。他人が飲んだ酒の匂いを、これほど甘ったるいと思ったことはいままでにない。

神経を撫でつけられるような、あるいは逆撫でされるような不思議な心地になる。

百花は自分の中に芽生えた正体不明の感情に困惑しながら、ごく間近にある沙祈の瞳を見つめた。













第一章　美容師さんと同居することになりました




朝は必ず六時に起床して食事を作る。食パンをトースターで四分焼き、それに十グラムの手作りイチゴジャムを載せたあとは二百ミリリットルの桃ジュースを用意する。サラダは日によって野菜を変えるが、あわせて七十グラムになるようにしている。

「いただきます」

七時には朝食作りを終えてダイニングテーブルの前で手を合わせる。ひとり黙々と食べ進めたあとは手早く食器を片付けて、デスクの上で桃色のスケジュール帳を開き、万年筆を手にして今日の予定を確認する。

――面接が一件。今日こそ決めたい。

全国展開する大手製菓店の追加採用だ。ぜひとも内定をもぎ取りたいところである。

いま通っている製菓学校を卒業するまでは秒読みの三月。クラスメイトはもうほとんど就職先や進学先が決まっているというのに、まだひとつも内定を貰えていない自分は目下就職活動中なのである。

――実技試験はクリアできるのに……。

ところが面接の段になるとどうも緊張してしまって、うまく話せない。口は開くものの、思うように言葉が出てこないのだ。




面接を終えて自宅アパートに帰ってきた百花ももかは「はあぁぁ」と大きなため息をついた。

――今回もダメだったかも……。

面接官の反応は決してよいとは言えなかったし、そもそも自分の名前すら満足に言えなかった。面接官を前にすると急に活舌が悪くなってしまう。

入浴を済ませて洗面台に立つ。鏡には黒い髪の野暮ったい自分が映っている。胸のところまであるまっすぐな髪を櫛で梳すきながらふたたび息をつく。

製菓専門学校に通うためこの町にひとり暮らしするようになってからはずっと、髪は自分で切っていた。というのも、近所の美容室は男性の美容師だからだ。母子家庭で育ったせいか、男性は苦手だ。たとえ女性の美容師がいても、美容室に男性がいるというだけで行きたくなくなる。

――面接官も男の人だから、話せなくなっちゃうのかな。

そんなことを考えながらドライヤーで髪を乾かし、机の上で日記帳を開く。スケジュールも日記も、スマートフォンのアプリではなく紙のものにつけている。その日の嬉しいことや悲しいこと、失敗については「なにがいけなかったのか」と振り返ることも兼ねて、一日の出来事を事細かに書き綴つづる。

この日記をつけないことには百花の一日は終わらない。

『明日こそは内定を貰えますように、神様よろしくお願いいたします』と締めくくって日記帳を閉じる。百花はいつも日記を、そういう丁寧な言葉遣いで書いている。

――明日の面接に備えてもう寝よう。

早寝早起きの百花は時計の針が九時にも満たないうちに布団へと潜り込んだ。




翌朝、自宅を出ようとしていると隣室から物音がした。学生ばかりが住むアパートだからか壁は薄い。声や物音がよく響く。気にならないかといえば嘘になるが、日中は学校や就職活動でほとんど留守にしているのでさほど問題だとは思っていない。

面接は午前のうちに終わった。今日もいまいちだった。

――このまま就職できなかったらどうしよう。

遠方の母親は「いつでも戻っておいで」と言ってくれているが、母親のもとへ戻っても希望の仕事には就けないだろう。

――今日は少し暑いな……。

面接ではたいしてしゃべっていないというのにひどく喉が渇いていた。百花はリクルートスーツのまま、通い慣れたカフェへ入る。

それからアイスコーヒーを買って、窓際のカウンター席へ向かう。窓に面している席だが、いちばん端はちょうど柱で外が見えないので人気のない席だ。いつも空いているので、そこに座るのがお決まりである。

コーヒーを飲み終わった百花はスケジュール帳を開き、今日の面接で訊かれたことをメモしようとしていた。早めにメモしておかなければ忘れてしまう。物覚えはあまりよくない。

「ぁ……」

手が滑り、万年筆を床に落としてしまう。拾おうと身を屈めたときだった。腕になにかが当たり、そうかと思うと頭が冷たくなった。

屈んだ拍子に女性とぶつかり、その女性が持っていたトレイに載っていたアイスティーを頭からかぶってしまったのだと気がついたときには、髪の先からアイスティーがぽたぽたと滴り落ちていた。百花は床のほうを向いたまま呆然とする。

「ごめんなさい、大丈夫!?」

その声で上を向く。まず目に飛び込んできたのは輝かんばかりのストロベリーブロンドの髪だった。肩につくかつかない程度のウルフカットで、女性が動くとサラサラと揺れる。

女性はトレイをカウンターに置くと、おろおろしながら「どうしよう」と言ってきょろきょろとあたりを見まわした。細身のわりに大きな胸が揺れる。それをつい、羨望の眼差しで見てしまう。女性が羨むものをすべて持っているような美しい女性だ。自分とは正反対とも言える。

「お客様、大丈夫ですか!?」

カフェの店員がタオルを持ってきて髪を拭いてくれる。かろうじてスーツは濡れていない。不幸中の幸いだ。

女性は悲痛な面持ちで「本当にごめんなさい」と謝った。

「いえ、私のほうこそ……。急に屈んだせいで」

そういえば、落とした万年筆をまだ拾っていない。すると女性が拾って手渡してくれた。

「これ、あなたの？」

「はい、ありがとうございます」

百花は日記帳と万年筆をハンドバッグにしまって立ち去ろうとする。早く帰って髪を洗いたい。

「あの……もしよかったら髪を洗わせてもらえませんか？　私、美容師なの」

急な提案に驚きながらも「いえ、そんな」と断ろうとする。

「お店は近くだから、ね？　せめてもの罪滅ぼしに」

そこまで言われては、断るほうが失礼だ。

「えっと……それじゃあ、よろしくお願いします」

百花がそう言うと、女性は満面の笑みになった。とんでもない美人だが、そうして笑うと人懐っこく見える。

ふたりで数分ほど歩くと、美容室に到着した。どうやら美容室だけでなくカフェも併設されている。看板には『ヘアサロンＰｒａｙ、三月二十日オープン』と書かれていた。

女性は扉の鍵を開けて、百花に中に入るよう促す。

「オープンは来週だから、お客さんはまだだれもいないの」

なるほど、それでダンボールがまだそこここに置かれているのか。ダンボールの蓋が開いているものもあった。中にはシャンプーなど、サロンで使う物が収められている。

「どうぞ、お座りください」

言われるまま、シャンプー台に寝転がる。目元にタオルを載せられた。

「私、弐方にのかた沙祈さき」

このタイミングで自己紹介されるとは思ってもみなかった。百花は少し慌てて「壱郷　百花です」と返した。

「お湯加減はいかがですか？」

「だ、大丈夫です」

美容室に来たのは久しぶりなので、緊張してしまう。

――でも、人に髪を洗ってもらうのって気持ちいい……。

シャンプー台から客席のほうへと移動し、鏡の前でドライヤーをかけてもらう。

自分でするときよりも髪に艶が出ているような気がした。

「ねえ、前髪を少し切らせてもらっても？」

「えっ？」

鏡越しに沙祈を見れば、首を右に傾けてほほえんでいた。

「もちろんお金なんて要らないから。どう？」

「え、えっと……。はい、お願いします」

沙祈はにこっと笑って鋏はさみを手にする。百花はゆっくりと目を瞑つむった。

――頭からアイスティーを被るなんてついてない、って思ったけど……こうしてシャンプーまでしてもらって、髪まで切ってもらえるなんて、けっこうついてるかも？

そんなことを考えながらもずっと目は瞑ったままだった。鋏が髪の毛を切る音だけが耳に届く。

「はい、できました」

目を開けるとそこにはまったく違う自分がいた。百花は目を見開いて、食い入るように鏡を見る。

――すごい、こんなに変わるなんて。

自分で切った不揃いの前髪がいかに目元を暗くしていたのか、いまさらながらよくわかった。明るく溌剌はつらつとした印象になった自分を、鏡で何度も確かめる。

「……気に入らなかった、かな？」

百花がなにも言わずに鏡を凝視していたので不安になったらしかった。沙祈は表情を曇らせて顎に手を当てている。

「いえっ、そんなことないです。あっ、あの……ありがとうございました」

声を弾ませて百花が言うと、沙祈はパッと表情を変えて、鏡越しに満面の笑みを浮かべた。

美容室を出て帰路につく。今日の面接だって不出来だったが、そのわりに心が軽い。前向きに頑張ろうと思えてくる。

百花はその翌日もまた面接へと出掛けた。男性の面接官が相手でも、落ち着いてきちんと話をすることができた。

前髪を切ったことで、多少なりとも自分に自信がついたのかもしれない。

面接の感触はまずまずだった。

その一週間後、初の内定通知を貰う。第一希望の会社ではなかったが、百花は飛び上がって喜んだ。




近所の食料雑貨店で買い物をして自宅アパートに戻ったときだった。

「あれっ……弐方さん？」

隣の部屋の玄関前に沙祈がいた。沙祈は百花に気がつくと、柔らかくほほえんだ。

「こんばんは、百花ちゃん。もしかしてこのアパートに住んでるの？」

「はい。弐方さんはどうされたんですか？」

「この部屋の住人、私の従妹いとこなの。一緒に飲む約束をしてたから、ここで待ってるんだけど……スマホも通じなくて」

沙祈は隣室の玄関扉を指さして苦笑している。

三月とはいえ夜はまだ冷える。吹きさらしの玄関先にいるのでは不憫に思えた。

「まだ待たれるんですか？」

「もうちょっと待ってみる。約束してたから」

「じゃあ……ええと、お隣さんが戻られるまで私の部屋で待たれませんか？　けっこう寒いし……」

「えっ、いいの？　ありがとう。それじゃあ遠慮なくお邪魔させていただきます」

沙祈は腕を摩さすりながら「ほんと今夜は冷えるね」と肩を竦すくませている。百花は玄関の鍵を開けて中へ入るとすぐにすぐにエアコンをつけた。

「わあ、すごい。部屋の中、いつもこんなにきれいに片付いてるの？」

「そう……ですね。散らかってるのは落ち着かないので」

「そ、そっか」

どういうわけか沙祈は目を泳がせる。百花は沙祈がうろたえている理由がわからず首を傾げた。

「弐方さん、コーヒーで大丈夫ですか？」

「うん。それから私のこと、沙祈さきでいいよ？　私も百花ちゃんって呼んじゃってるし」

――でも、どう考えても弐方さんのほうが年上だから呼び捨てにはできないし……「ちゃん」づけするのもなぁ……。

「じゃあ……沙祈、さん」

すると沙祈は嬉しそうに笑った。百花はキッチンでコーヒーを淹れて沙祈のもとへ持っていく。

「ソファとかなくって、すみません」

カーペットの上に座っている沙祈の前――丸いテーブルの上――にコーヒーを置く。

「ううん、ありがとう」

ソーサーには砂糖とミルクも添えたが、沙祈はなにも入れずにコーヒーを啜すすった。

「あぁ、温まる。ところで百花ちゃんは夜ご飯、作るところだった？　私のことは気にしないでね」

「はい」と答えながらも、一人分も二人分も作るのはそう変わらない。百花は夕食の支度を始める。いっぽう沙祈はテレビを見ていた。

夕食を作り終わる頃に百花は沙祈に尋ねる。

「お隣さんからまだ連絡ないですか？」

「うん……ない」

「じゃあ一緒に夜ご飯、食べませんか？　たくさん作ったので」

沙祈は浮かない顔から一転してパッと表情を明るくする。

「百花ちゃん……っ、なんていい子なの。ありがとう、いただきます。じつはすごくお腹が空いてたの」

少し恥ずかしそうにそう言って、沙祈はさっそく箸を手に取り食事を始める。

「んんっ、百花ちゃんお料理上手だね。すっごく美味しい」

「お口に合ってよかったです」と百花が言うと、隣室からカタカタッと物音がした。

「あ、従妹が帰ってきたみたい？　でも……全部食べていってもいいかな」

「もちろん、どうぞ」

沙祈はその後も何度も「美味しい」と口に出しながら完食してくれた。

『ぁ……あん、あぁんっ……！』

突如として隣室から漏れてきた声に、ふたりともがギョッとする。

――こういう声……わりと毎晩、聞こえてくるんだよね……。

初めは驚いたが、もう慣れっこになってしまった。それでも、沙祈と一緒にこの声を聞いているのはどうにも気恥ずかしい。沙祈も同じらしく、ほんのりと顔が赤くなっている。

「美鈴みれいったら……私と飲む約束、完全に忘れてるなぁっ？　百花ちゃん……ごめんね。私の従妹、わりと節操なしだから」

「いえ、お気になさらず。毎晩のことなので」

つい正直にそう答えてしまう。

「毎晩!?」と沙祈が叫ぶと、タイミングがよいのか悪いのかひときわ大きな声で『そこ、だめぇぇえっ！』と聞こえてきた。

百花と沙祈は同時に赤面する。

「じゃあ百花ちゃんは、いつもこの声を聞いてるの……？」

その言葉には小さく頷くことしかできない。こちらが黙り込めば、隣室の声がいっそう響くようになる。

『あっ、ぁっ……美鈴さん、そこぉ……！　やん、あぁんっ！』

『ここがいいの？　ふふっ、かーわいい』

「美鈴……また女の子を連れ込んでるんだ」と沙祈がぼやく。

そうなのだ。隣人はどうも女性同士で『そういうこと』をしている。男性の声は聞いたことがない。

『ぁん、あぁん、はぁぁあぁんっ！』

隣室ではきっとアパートの壁が薄いことなどまるで気にしていない。そうでなければあのような大声は出せない。

沙祈はなにを思ったのか、悲壮感を漂わせて息をついた。

「こんなふうじゃ休まらないでしょ、百花ちゃん。よかったらうちに来ない？」

「えっ？」

百花はきょとんとする。

「や、なんていうか……血縁の不始末で百花ちゃんに迷惑をかけてるのが心苦しいの。不甲斐ない話だけど、どうせ美鈴に言っても女の子連れ込むのやめないだろうし。それならせめて百花ちゃんが、快適に暮らせるようにしたいっていうか……。ごめん、結局私の自己満足みたいなものだけど。考えてみてくれない？」

沙祈が話しているあいだもずっと『いくいくいくぅ～！』と高い声がひっきりなしに響いていた。

沙祈は赤い顔で「こほん」と咳払いする。

「ひとまず今夜は、私の家にお泊りってことでどう？」

「は、はい。お邪魔します」

気が動転して、ついふたつ返事をしてしまう。だが頷いてしまったからには、今夜は沙祈の家へ行くよりほかにない。せっかくの沙祈の厚意だ。いまさら「やっぱり行きません」というのは失礼な気がした。

百花は食器を片付けると、着替えなどの荷物を手早くまとめて自宅を出た。

沙祈の家は歩いていってもそれほど遠くなかった。

――ここって、このあいだ私が髪を洗ってもらった店だ。

来週オープンというからには新築なのだろう。店内もそうだったが、裏手の玄関も真新しい。

「一週間前からここで一人暮らししてるの」

「えっと……じゃあ沙祈さんはお店のオーナーさん？」

すると沙祈は玄関の鍵を開けながら「そうだね、一応」と答えた。

「沙祈さんっておいくつなんですか？」

「二十五だよ」

「お若いのにオーナーさんなんて、すごいですね」

「併設するカフェオーナーとの共同経営だけどね。そういう百花ちゃんだって、若いのに落ち着いてる。このあいだは就職活動中だったんだよね？　ってことは二十二？」

「いえ、専門学校生なので二十歳です」

「二十歳！　若いなぁ」

互いのことを「若い」と言っているのがおかしくなって百花は笑う。

「さ、どうぞ入って」

夕方、沙祈を自宅へ招き入れたときとは逆だと思いながら百花は「お邪魔します」と言い玄関から中へと入った。

――あれ……？

沙祈は一週間前から一人暮らしをしていると言っていた。引っ越してきたばかりだからだろうか、廊下にはダンボールがいくつもあった。

「リビングはこっち」

案内されるままリビングに行く。そこで百花は立ち止まり、部屋に入るのをためらった。

ダンボールはない。だが服や雑貨、それにゴミのようなものが散乱している。とてもではないが『ここに住んで一週間』とは思えないし新築の部屋だとも思えない。

沙祈は百花が棒立ちになっている理由に気がついたらしく、

「あっ……百花ちゃんは部屋が散らかってるの嫌だったよね。ごめん、いま片付けるから！」

慌てたようすで部屋の中を見まわしている。どこから片付けるべきか考えているようだった。

「私もお手伝いしていいですか？」

この散らかりようではきっと、沙祈ひとりでは永遠に終わらない。

「ありがとう、助かる。ごめんね、来て早々に片付けだなんて」

「いえ、お気になさらないでください」

むしろこの散らかった空間のほうが気になって仕方がない。百花は物の分別をしながら沙祈に話しかける。

「そういえば、沙祈さんに前髪を切ってもらってから内定が決まったんです。ありがとうございました」

「そうなの？　おめでとう！　でも私はたいしたことしてないよ」

沙祈は謙遜しているが、自分の店を持つくらいなのだ。美容師としての腕はきっととてつもなくよい。

――でもなんでこんなに家が汚いの？

できる女性というのはなんでもできそうだが、忙しいのだろうか。

片付けながら沙祈のようすを見ていると「これって燃えないゴミ？」と首を傾げたり「これはどこに置こうかな……」と首を捻ったりして悩んでいる。

――あ……これ、無意識に散らかしちゃうタイプの人だ。

そんな沙祈を尻目に百花はせっせと手を動かす。ごみの分別や部屋の片付けは一人暮らしをする前にもしていた。母親はいつも忙しく、家事にまで手がまわっていなかったので自然と家のことをするようになっていた。

百花はリビングと続き間になっている台所もついでに片付けた。

「ふーっ。ありがとう、百花ちゃん。すっごくきれいになった！」

すっかりきれいになったリビングを見て沙祈が嬉しそうに言った。

百花は「どういたしまして」と答えて笑う。

――せっかくの新築なんだもん。すっきりきれいにしておかなくちゃ。

自分の家でもないのにそんなことを考えてしまう。

他人の家とはいえやはりゴミだらけなのは落ち着かない。百花はリビングで沙祈と一緒にテレビを見たあと入浴して日記をつけ、眠りに就いた。




翌朝はいつもどおりの時間に目が覚めた。台所へ行くと、目を擦りながら料理をしようとしている沙祈の姿を見つけた。

「おはよう、百花ちゃん……。いま、朝ごはんを……」

放っておいたらそのまま寝てしまいそうなほどぼんやりしている。むしろまだ夢の中ではないのかと思うくらいだ。どうやら沙祈は朝が弱いらしい。

――こんな状態で料理なんて、危なくない？

百花は初め沙祈を見守っていたが、冷蔵庫に頭をぶつけているのを見て口を開く。

「あのっ、もしよかったら私に作らせてもらえませんか!?」

「でも、百花ちゃんはお客様だし……」

寝ぼけまなこで沙祈が言った。

「いえ、泊めていただいたお礼にぜひ作りたいんです。お願いします、沙祈さん」

前のめりになって申し出ると、その勢いに負けたらしく、

「うん……わかった」と沙祈は首を縦に振った。

「沙祈さんはソファにでも座っててください」

彼女の背を押してソファに座らせると、沙祈はやはりまだ眠かったらしくソファの座面に寝転がって目を閉じ、寝息を立てはじめた。

百花は黒い髪を後ろでひとまとめにして朝食作りを始める。昨日は台所も片付けたので、なにがどこにあるのかはだいたいわかる。

冷蔵庫を開けて食材を確認する。それからスケールを出して、計りながら料理する。

――っと、いけない。

いつものように一人分を計量しそうになった。沙祈がいるので二人分だ。

ありあわせの野菜でサラダを作り、食パンを焼く。ジャムはマーマレードしかなかった。毎朝飲んでいる桃ジュースではなくオレンジジュースだが、べつにかまわない。

百花はダイニングテーブルに食事を並べたあと、

「沙祈さん、朝ごはんができました」

声をかけたが起きない。もう一度「沙祈さん」と呼びかけながらそっと肩を揺する。

「んんぅ」

沙祈は目を瞑つむったまま呻うめいて百花の手を掴む。瞬く間に抱き込まれてしまった。

「あ、あのっ？」

返ってくる声はない。

――なんか……すごくいい匂いがする。

「んん……私の枕……こんなに柔らかかったっけ……」

どうやら抱き枕と勘違いされている。

――く、くすぐったい！

沙祈の吐息が耳に吹きかかっているのがくすぐったくて身を捩る。

「さ、沙祈さんっ……」

呼びかけてもなお沙祈は「んん」と唸るばかりで目を開けようとしない。背中や腰を、探るように撫で摩られている。

「ぅ、んんっ……」

呻いて、体を捩る。しだいに頬が熱くなってきた。妙な心地になってくる。このままではいけない、と頭の中でだれかが叫んだ。

百花が「起きて！」と叫びながら沙祈の肩を揺さぶると、ようやく沙祈は目を開けた。

「あれ……ごめん。私……寝てた？」

百花はこくこくと首肯しゅこうする。

「私ったらどうも朝が弱くて……」

そう言いながらも、沙祈の両腕はしっかりと腰に巻きついたままだ。

「あ、あのっ。朝ごはんができたので」

ダイニングテーブルを指し示すと、そこに並べられた料理を見て沙祈は破顔した。

「ありがとう、百花ちゃん」

朝食をとったあとはふたりで食器を片付ける。百花が皿を洗い、沙祈が拭き上げる役だ。最初は沙祈が食器を洗っていたが、どうも手際が悪いと感じたので交代してもらった。

「それで……どうかな、百花ちゃん」

「なにがですか？」

「私の家に住むっていう話」

百花は皿を洗う手を止めてしばし考える。

――もともと、引っ越そうとは思ってた。

就職して、まとまったお金ができれば別の場所に引っ越すつもりではいた。事実、隣室から聞こえてくる声には大なり小なり悩んでもいた。

――沙祈さんは悪い人じゃなさそうだし……。

百花は沙祈のほうに向きなおって言う。

「えっと……はい。よろしくお願いします」

「……！　嬉しいっ。ありがとう、百花ちゃん」

沙祈は眩まばゆいばかりの満面の笑みになった。

「一緒に住もうって提案したのはね、美鈴のことがきっかけではあるんだけど……じつは私、初めての一人暮らしで……。ちょっと、寂しくて……。二十五にもなって、おかしいよね」

「そんなことないです」

――私だって、一人暮らしを始めたばっかりのときは寂しかったし。

母親は夜遅くまで働いていたが、朝は家にいた。だから、だれもいない家に帰宅することは別段、どうということはなかった。ところが、朝目覚めて、家にだれもいないのはどうも物悲しい。

――おはようって言える相手がいるって……けっこう大事なことなのかも。

そんなことを考えていると、なにか思いついたように沙祈が「あっ」と言った。

「でも百花ちゃんに家事や掃除を全部してもらおうって思ってるわけじゃないからね。百花ちゃんだって就職が決まったんだし、そのあたりは話し合って決めよう？」

「はい。あ……そうだ。住まわせてもらうのなら家賃をお支払いしなくちゃ」

「そんなの要らないよ！」

「でも……」

なおも沙祈は両手の指でバツ印を作って「お金は受け取らない」という姿勢を示している。

「じゃあお家賃の代わりに私が料理や掃除をさせてもらうっていうのはどうですか？」

「ええっ？」

「私、料理も掃除も好きなんです。全然、苦にならない」

「ほんとに？」

「ほんとです」

「うーん……申し訳ない気持ちはあるんだけど、正直助かる。じつは私、料理も掃除もちょっと苦手なの。けど、だからって……それじゃあ結局、百花ちゃんに家事を押しつけちゃうことになるような……」

沙祈が「うう～ん」と唸りながら悩んでいるので、百花は「本当に大丈夫ですから」と念を押した。

「……わかった。でも料理も掃除も、休みたいときは休んでいいんだからねっ、百花ちゃん！」

「はい。ありがとうございます」

それからふたりは百花のアパートへ行った。沙祈の家へと引っ越すべく荷物をまとめる。

「すみません、沙祈さん。手伝ってもらっちゃって」

「いいのいいの。店がオープンするまでは時間に余裕があるから」

百花はふたたび「ありがとうございます」と礼を述べ、手を動かす。荷物はそう多くない。大きな家電はほとんどがアパートに備え付けのものだった。ただひとつだけ、製菓用のオーブンだけは私物だったので、それは箱に詰めて運びだした。

沙祈のワゴン車に荷物を載せてヘアサロンまで運ぶ。荷入れも荷解きもその日のうちに終わった。

食事を作る時間がなかったので、夕食は外で済ませた。

夜、百花はあてがわれた部屋で日記をつける。

――今日は書くことがすごく多い。

今朝、目覚めてからのことを順を追って書いていく。眠そうな沙祈の代わりに朝食を作ったことや、そのあと沙祈に抱きしめられたことを書いていると、どういうわけか恥ずかしくなってくる。

――な、なんで？

百花はぶんぶんと首を横に振ったあとで、気を取りなおして日記を書き進めた。

万年筆を置き、トイレへ立つ。廊下で沙祈に遭遇した。

「あ、百花ちゃん。おやすみ～」

沙祈は風呂上がりのようだった。ずいぶんと薄着だ。入浴を終えたばかりだからか、沙祈はブラジャーをつけていないようだった。それでも胸の膨らみは強調されている。

――あれ？

白いシャツだから、胸の先端が薄桃色になっていると目につく。

――乳首……透けてる……！

それをついまじまじと見つめてしまう。

「百花ちゃん？」

「ふはっ」

「えっ、どうしたの？」

沙祈は不思議そうに首を傾げている。

「なな、なんでもないです！　おやすみなさい」

百花は足早に部屋へと戻り、布団に潜り込んだ。













第二章　同居人はお酒で記憶が飛ぶようです




沙祈さきと同居を始めて三日が経った。二人分の食事を作るのにはもう慣れてしまった。

――私って意外と順応力がある。

百花ももかは心の中で自画自賛しながら、キッチンで紅茶を淹れた。紅茶はアールグレイやセイロンなど、数多くの茶葉が棚に並べられていた。美容室でも振る舞うから種類をたくさん取り揃えているらしいが、そもそも沙祈が紅茶を好むそうだ。

ふたりは温かな紅茶を啜りながらリビングで寛いでいた。

「そういえば百花ちゃん、卒業式は明後日だって言ってたよね。美容室はどこを予約してるの？」

「いえ、どこも予約はしてないです。スーツで出席しようと思ってて」

「えっ！　ほかの人もそうなの？」

「袴の人もいると思います」

沙祈は眉根を寄せて唇を引き結ぶ。そうかと思うと、

「～～っ、ちょっと待ってて」

ばたばたとリビングを出ていってしまった。およそ十分後、沙祈はたとう紙――着物が収められていると思われる――を持って戻ってきた。

「これ、私が卒業式のときに着た袴なんだけど……百花ちゃん、もしよかったらどう？」

桃色のかわいらしい袴だ。百花は一目でその着物が好きになる。

「いいんですか？」

「もちろん！　着付けは私ができるし、髪の毛もしてあげる。百花ちゃんには結局、家のことほとんどしてもらっちゃってるし。せめてものお礼に」

「ありがとうございます。お言葉に甘えて、お願いします」

百花が素直に承諾したことが嬉しかったらしく、沙祈は歯を見せて破顔した。

その後、キッチンで朝食の片付けをしていると、沙祈はリビングでノートパソコンを開いてマウスを握っていた。

――なにしてるんだろ？

百花の心の声が聞こえたかのように沙祈が口を開く。

「電話での予約はオープン後からなんだけど、ネットでは受け付けてるの。以前勤めていた美容室からのお客様がほとんどだけどね。オープン初日からお客様が来てくれるって、ありがたい」

「そっか……オープンまであと四日ですよね」

そろそろ忙しくなってくるのではないだろうか。

「お店のほうの準備はもう大丈夫なんですか？」

「えっ……と、う……うん」

いやに歯切れが悪い。

「……もしかしてまだ片付いてない、とか？」

沙祈はぎくりとしたようすで身を強張こわばらせた。

「ヘアスプレーとかシャンプーとかの棚のレイアウトをまだ決めかねてて」

ぽりぽりと頬を掻いている沙祈を見て一抹の不安を覚えた百花は「サロンのほうを見せてもらってもいいですか？」と尋ねる。

「う、うん……」

ふたりでヘアサロンのほうへ行く。百花は自分の目を疑った。

「私が髪を洗ってもらったときと、全然変わってないじゃないですか！」

オープンまで時間に余裕があるなどと沙祈は以前言っていたが、そんなもの本当にあるのだろうか。この散らかりようではとても、客を迎えられそうにない。

「前の店ではアシスタントの子が片付けをしてくれてたんだよね……。ああでも、オープンしたらちゃんとアシスタントの子が来るんだよ？」

「ってことは、オープン当初はこのままってことですか？」

いかにも「うっ」というようすで沙祈はたじろぐ。

「う～ん……それは、まずいよね」

「まずいと思います。だってせっかくニューオープンなのに、こんなに物で溢れてるなんて！」

ようやく『このままではいけない』と自覚したらしく、沙祈は瞬時に青ざめた。

「どうしよう、百花ちゃん！」

「私でよければ一緒にお片付けさせてもらいます」

「いいの!?」

「でも、使い勝手とか……私じゃわからないので、教えてくださいね？」

「うん、うんっ。ああ、百花ちゃんがエンジェルに見えてきたよ～！」

真正面から抱きつかれる。沙祈の大きな胸が押し当たった。押しつぶされた自分の胸の奥がどきりと音を立てる。

「ま、まだなんにも片付いてませんよ！　まずは種類別にまとめましょう」

「はいっ、百花先生」

「やっ、やめてください先生だなんて」

「だって百花ちゃんは私のお片付けの先生なんだもん」

沙祈は屈託のない笑みを見せて首を傾ける。

――沙祈さんって、なんていうか……かわいらしい人だよね。

五歳も年上だというのに威張ったところがなく、親しみやすい。

「えっと、ヘア用品の販売とかもなさるんですよね？」

「うん、そう」

「だったら、種類別にまとめるだけじゃなくて販売用のものはディスプレイしていったほうがいいですよね」

「そうだね！　百花ちゃんすごい、そういう業者さんみたい」

「昔、そういうのを雑誌で読んだことがあったんです」

いつかは自分の菓子店を持ちたいという、だれにも言っていない夢があり、そのために雑誌や本などで勉強したことがある。

「そっかぁ……。百花ちゃんはすごいね。なんか……私、大丈夫かな……こんなんで」

不安そうに俯いてしまった沙祈に、百花は励ましの声をかける。

「大丈夫だと思います。だって、沙祈さんに前髪を切ってもらってからずっといいことばっかりだから。沙祈さんには……ええと、お客さんを幸せにする力があるんですよ、きっと！」

「ありがとう……っ。百花ちゃんって本当にいい子」

よしよし、という具合に頭を撫でられた。そんなふうにされるのは、子どもの頃に母親にしてもらって以来だ。だから恥ずかしいのか、頬が熱くなってしまう。

そこへ『コンコン』とガラスを叩くような音がした。振り返れば、自動ドアの向こう側――カフェのほう――に女性がいた。笑顔で小さく手を振っている。

「いのりさん！」

沙祈が自動ドアのロックを外す。

「お疲れ様、沙祈ちゃん」

沙祈は「お疲れ様です」と答えて百花のほうを見る。

「紹介するね。お隣のカフェオーナーで、私の共同経営者の六原ろくはらいのりさん」

「初めまして、壱郷いちごう百花といいます」と、自己紹介した。

「私と百花ちゃんは三日前から一緒に住んでるんです。家だけじゃなくて店のほうも片付けを手伝ってくれて……」

「あら、そうなの？　それはよかったわ、安心した」

――安心……って、どうして？

百花が小さく首を傾げると、

「だって沙祈ちゃんったら片付けが壊滅的に下手なんだもの」と言っていのりは苦笑している。それを聞いて百花はおおいに納得した。

「これ、差し入れのサンドイッチ。たくさんあるからみんなで食べましょ」

「わぁ、ありがとうございます」と言い沙祈はいのりが手に持っていたバスケットを覗き込んだ。百花も沙祈のあとに「ありがとうございます。ごちそうになります」と礼を述べた。

聞くところによるとふたりは高校の先輩後輩で、いのりは沙祈よりも二つ年上の二十七歳だそうだ。高校のときに、いつか互いに自分の店を持とうという話をしていたらしい。

「そうそう、いのりさんの旦那さんって、すっごいエリートなんだって」

「も、もう……そんなことないってば」

照れたようすでいのりが言葉を継ぐ。

「エリートかどうかは置いておいて、この店の出資をしてくれたのには違いないから、夫にお金を返せるように頑張らなくちゃいけないの」

サンドイッチを食べ終わると、百花と沙祈はヘアサロンで、いのりは隣のカフェで開店準備に励んだ。

「あっ、いけない。もう夕方ね。茉奈まなを迎えに行かなくちゃ。それじゃあ沙祈ちゃん、百花ちゃん。またね」

百花と沙祈は「お疲れ様でした」と声を揃える。

いのりは娘を保育園へ迎えにいく時間になったらしく、慌ただしくカフェを出ていった。

「そういえば百花ちゃんはいつから仕事？」

「あ、それが……まだちょっと迷ってて。内定は貰えてるんですけど、第一希望じゃないところだし、ここからちょっと遠いし……。もう三月だしぎりぎりだけど、内定を貰った企業と雇用契約を結ぶまではまだ日があるので他にも探してみようかなって」

「どういうところがいいの？」

「そうですね……。こぢんまりとしたカフェ……とか？　お客さんの顔が直接、見えるところがいいかなって思ってます」

内定通知が来た企業は工場での勤務になる。菓子を食べてくれる人の顔は見えない。

「そう……。あぁ、あともうちょっと早く出会えてたら、いのりさんのカフェを紹介できたのに！　いのりさんのカフェのパティシエはもう決まっちゃってるの」

「そうなんですか……残念です」と百花は曖昧に笑った。




その日、風呂から出ると百花は沙祈の部屋へと連れていかれた。

「いよいよ明日は卒業式だね。ちょっとだけ……お手入れさせてくれない？」と提案されたので頷くと、顔や手に美容液を塗りこめられた。

「わ……お肌がもちもちになりました」

「もとからもちもちだったよ？」

「でも全然、いつもとは違います。沙祈さんすごい」

「ふふっ……沙祈先生って呼んでくれていいんだよ？」と冗談めかして沙祈が言う。

「ありがとうございます、沙祈先生」

すると沙祈は照れたようすで頬に手を当てた。

――やっぱりかわいい。

百花も自然と笑顔になる。

「でも沙祈さん、お忙しくないですか？　ヘアサロンのオープンは明後日なのに」

「大丈夫だよ。百花ちゃんが開店準備を手伝ってくれたから、むしろばっちりだよ。だから安心して、もう眠って？　明日は早いんだから」

「はい……わかりました。おやすみなさい」

百花は沙祈の部屋を出ると、言われたとおりにすぐに私室へ行き眠りに就いた。




翌朝、部屋の扉がノックされたことで百花は目覚める。時計を見れば、沙祈との約束の時間ぴったりだった。百花はベッドから出て扉を開ける。

「おはよう、百花ちゃん！」

「おはようございます。沙祈さんがばっちり目覚めてるなんて……びっくりです」

つい正直に言ってしまうと、

「そうなんだよね。こういうときはなぜかすぐに目が覚めるの。スイッチが入るっていうか……あぁ、百花ちゃんを飾りつけたくてうずうずしてるからかも」

わきわきと両手を動かす沙祈を見て少し怯んでしまう。

「さ、私の部屋に来て？　エアコンをつけて暖めておいたから」

沙祈の部屋へ行くと衣紋掛けに着物と袴が掛けられていた。着付けに必要と思われる道具も一式、机の上に並べてある。

――変なの。沙祈さん、片付けは苦手なはずなのにこういうのは手際いいんだから。

「着物用の下着をつけるから、ショーツ以外は全部脱いでね」

「えっ」

百花が声を上げると、沙祈は首を傾げた。

「わ、わかりました」

――女同士なんだから、べつに恥ずかしがることない。

自分にそう言い聞かせてパジャマのボタンを外す。もとよりブラジャーはつけずに寝ていたので、あとはキャミソールを脱ぐだけだ。

――私……なんで？

なんでもないことのはずなのに、顔が熱くなってくる。温泉に入るときや水泳の着替えのときだって、他人の前で裸になることはあった。そのときはどうということはなかったのに、なぜだろう。

「百花ちゃん？」

「はいっ」

返事をしながら一気にキャミソールの肩紐を落とし、パジャマのボトムスと一緒くたに脱いだ。

「下着をつけるね」

沙祈が和服用の下着をつけてくれる。彼女の手が肌に触れるとくすぐったくて、体を動かしたくなる。

――でも、ここでくねくねしてたら……なんか、すっごい意識してるみたいだよね!?

動かないようにしなければ。百花は必死に耐える。

「胸のところには少しタオルを入れよっか」

「す、すみません」

「なんで謝るの？」

「だって……私の胸が……その、足りないからタオルを入れるんですよね？」

沙祈の豊満な胸をつい見つめてしまう。

「足りないなんて、そんなことない。百花ちゃんの華奢な体に合った、すごく素敵なおっぱいだと思う！」

沙祈が意気込んでそう言うので、頬が熱くなる。

「……って、ごめん。こんなのセクハラだよね」

見れば、沙祈も顔が赤くなっている。

「ええと、とにかく和装のときは肩下がふっくらしてるほうが見栄えがいいから、そうするの。鳩胸って、聞いたことない？　だから、胸の大きさというか……形を整える作業って言ったらいいのかな。とにかく、百花ちゃんのおっぱいが悪いとかじゃないから！」

力説され、百花はこくこくと頷くしかない。すると沙祈も安心したように首を振って着付けを再開した。

――でもほんと……どうして？

沙祈の手がほんの少しでも触れると胸がトクンと音を立てる。

「ヘアメイクは店のほうでしてもいい？」

ヘアサロンへ移動し、着物の上にケープを被せてもらう。

「先に少し色を足すね」

そう言いながら慣れた手つきで沙祈は百花の顔にフェイスクリームを塗りこめてファンでショーンを載せ、アイシャドウやルージュなどで彩っていった。

鏡に映る自分がどんどん変わっていく。

髪を結う段になると沙祈は両手を素早く、それでいて繊細に動かして黒い髪を緻密に纏め上げていった。

仕上げと言わんばかりに沙祈が頭にカサブランカの髪飾りを挿してくれる。

「……私じゃないみたい」

桃色の着物、紺の袴、複雑に編み上げられた黒髪、唇に載った真っ赤なルージュ。

化粧は派手過ぎず、かといって地味でもない。卒業式はスーツで出席しようと思っていた。でもそうしなくてよかったと心底思う。

服や化粧、髪の毛がふだんと違う。言ってみればそれだけかもしれない。ただ、それだけでも今日という日がとてつもなく特別なものに思えてくる。

「ふふ、最高の褒め言葉をありがとう。でも百花ちゃんはもとからかわいいよ。赤と、それから桃色がよく似合う」

手を取られ、沙祈の両手で握り込まれる。

「卒業おめでとう」

彼女のまわりには光を散らす妖精が飛び交っているのではないかと突拍子もないことを考えてしまうほど、沙祈の笑顔はきれいだった。

どくん、と大きく胸が鳴る。

「あ……ありがとう、ございます」

それから少しして母親が迎えにきた。ヘアサロンに入るなり母親は沙祈に深々とお辞儀をして挨拶する。

「このたびは娘がお世話になって、本当にありがとうございます。これ、地元の名産なのですけどよかったらぜひ」

母親が手土産を渡すと、沙祈は少し慌てたようすで「お心遣いありがとうございます」と言い紙袋を受け取った。

「私のほうこそ、百花ちゃんにはいつもすごく助けていただいてるんです。百花ちゃん、お料理もお掃除もすごく上手で。私のほうがお世話になりっぱなしで申し訳ないくらい」

「まぁ」と言いながら母親は嬉しそうに相好を崩す。

「それに、お着物も貸していただいて、こんなに可愛くしてもらって」

母親がこちらを見て顔をほころばせるので、なにやらむずがゆくなってくる。

「いえ、言いわけさせてもらうとね。スーツで出るからいいって言って、頑なだったんですよ。百花はちょっと頑固なところがあって……」

「ちょっと、お母さん！　そろそろ行かなきゃ、時間に遅れるから」

百花が急かすと、母親は腕時計を見て「あぁ、そうね」と相槌を打った。百花は沙祈に「行ってきます！」と告げ、母親の背を押すようにして外へ出る。

「百花ったら、急によそ様の家に厄介になるなんて言いだしたからちょっと心配していたけど、沙祈さんいい人そうで安心したわぁ」

車を運転しながら母親が言った。

「うん……。いい人、だよ」




卒業式から帰ってくると、沙祈は酒とつまみを用意してリビングで待っていた。

「あれっ、お母様は？」

「仕事があるから、帰りました。沙祈さんにくれぐれもよろしくと言ってました」

「そう……。もっとお話ししたかったな。百花ちゃんのこと聞きたかった」

「えっ」

「えっ？」と、沙祈は百花と同じように目を見開く。

「な、なんで……私のことを……？」

「だって知りたい。百花ちゃんの素顔というか、裏話というか？　どんな感じなのかなって」

沙祈は口の端を上げ、顎に手を当てて首を傾げている。サラサラのストロベリーブロンドが軽やかに揺れた。百花はなにも言えなくなる。

――沙祈さんってどうしてこう、きれいなの？

これほど美しい人には、たとえ同性であっても惹きつけられるのは仕方のないことだと百花は心の中で言いわけした。

「ねえ、お祝いしよう？　準備しておいたの。……といっても、お酒もおつまみも買ってきたもので申し訳ないんだけどね」

「そんな、全然……そんなことないです。すごく嬉しいです。すぐ着替えてきますね」

百花は私室へ行き、着物の帯を緩める。ところが両手が進まない。沙祈にはいましがた「すぐ着替えてくる」と伝えたが、この着物を脱ぐのがもったいないと思ってしまった。

――でも、早くリビングに戻らなくちゃ。

百花は着物と袴を脱いで丁寧に畳んでからリビングへ戻った。

「ではっ、百花ちゃんの卒業を祝して……かんぱーい！」

ふたりはワイングラスを突き合わせる。生ハムやチーズ、サラダを食べながら互いに酌をし合って飲み進めた。

「んん、不思議。今日はすごくお酒が進む。百花ちゃんが酌をしてくれてるからかな？」

沙祈は顔色も変えずにどんどん酒を呷る。ペース的には百花は沙祈の半分くらいだ。

「でもそんなに飲んで大丈夫ですか？　ヘアサロンのオープンは明日ですよ？」

「大丈夫、大丈夫。オープンは昼過ぎだから」

そうしてあっという間に二時間ほどが経った。

沙祈はしだいにうとうとしはじめた。放っておいたらそのまま寝てしまいそうだ。

「沙祈さん、お風呂に入らなくちゃ」

「んん～」

沙祈は椅子から立つものの、満足に歩くことができずよろけてソファに倒れ込む。

「百花ちゃん……先に……いいよ」

「でも……」

「遠慮しないで～」

「……わかりました」

家主よりも先に入浴するのは気が引けるが、仕方がない。

ふだんは風呂には長めに入るが、今日は沙祈のようすが気になってすぐに湯から上がった。

入浴を終えて戻ってくると、沙祈はどういうわけか下着姿になっていた。紫色のブラジャーとショーツは妖艶な彼女によく似合っている。それまで沙祈が着ていた服はソファ下に散らばっていた。

――暑かったのかな。

この部屋はエアコンがきいているし、酒を飲むと体温も上がる。

「沙祈さん、お風呂いいですよ」

「んん……百花ちゃん、先に……」

「私はもう入りましたから」

「ふぅ～？」

沙祈は目を瞑ったまま眉根を寄せている。

――こんなに酔ってたら、お風呂は明日にしたほうがいいかも？

泥酔しているときに入浴するものではない。危険だ。

「沙祈さん、お布団で寝ましょう？　風邪ひいちゃいます。さ、起きて」

「んむぅ」

沙祈は自分よりも背が高い。胸も大きい。いや、胸は関係ない。

「んしょ……っと、とと」

酔いつぶれた母親の介抱をよくしていたのでまごつきはしないが、沙祈は母親よりも大柄なぶん、抱き起こすのが大変だ。

なんとかして肩で支え、沙祈の部屋へ連れていく。沙祈は眠ってはいないようで、おぼつかないながらも歩いてくれる。

扉を開け、薄暗い沙祈の部屋へと足を踏み入れる。カーテンが全開だったので外の光が射していて、真っ暗ではない。

今朝がた、着物が置かれていた机を除いてはお世辞にも片付いているとは言えなかった。

「……わゎっ」

ベッドが目前に迫ったことできっと油断した。ベッドのまわりに散乱していた服に躓つまずいて体勢を崩す。

ぼふんっと音を立ててふたりはベッドに倒れ込んだ。

「うぅ……」

目を開けると、沙祈が上に乗っている状態だった。

「ご、ごめんなさい」

支えきれなかったことを謝ると、ベッドに倒れたことで頭がはっきりしたのか、沙祈は大きく目を見開いていた。

「……沙祈さん？」

ところが彼女はなにも言葉を発さず、ただ見つめてくる。

沙祈に押し倒される格好になっている百花は、いまにも鼻がぶつかりそうな位置に彼女の顔があるので、どぎまぎせずにはいられない。

――女性同士でだって、こんなに近かったらだれだってどきどきするよ。

そうだ、そうに決まっている。百花はふいっと顔を背けることで沙祈の視線をかわそうとする。見つめられているのはどうにもいたたまれない。

ところが先に両頬を掴まれてしまい、目を逸らすことができない。

「あ、あの……？」

なにやら彼女は据わった目つきをしている。いったいどうしてしまったのだろう。

「ねえ、知ってた？　女の子同士でもエッチできるんだよ」

月明かりが沙祈の顔の半分だけを照らしている。

口の端を上げて、愉しそうにそう言う沙祈に釘付けになる。

「し、知ってます」

沙祈の唐突な問いに困惑しながらも百花は言葉を返した。

一週間前まで住んでいたアパートの隣人は――沙祈の従妹の美鈴――よく女性を部屋に連れ込んでいる。沙祈と一緒に声を聞いたことがあるのだから、そのことは彼女自身だってよくわかっているはずだ。

――それなのにどうしてわざわざ訊いてくるの？

頬が熱を帯びていく。沙祈の質問の意図が、わかるようでわからない。

「じゃあ、どういうことするのかも知ってるの？」

「そ、それは……知りません」

「まぁ私も知らないんだけど」

へらりと笑う沙祈はまだ酔いから醒めていないのだろうか。だが受け答えはきちんとできている。

「沙祈さん、お風呂は？」

これだけしっかりと話ができるのなら入浴だって問題ない。

「百花ちゃんたら、一緒に入りたいの？」

「ちっ、違います。それに私はお風呂にはもう入りました」

「そんなこと言ってぇ～」

――だめだ、完全に酔っぱらっている。

「しっかりしてください、沙祈さん」

「え……？　私ってそんなに頼りない？」

それまでの笑顔から一転して瞳に涙を溜めるので、百花は慌てて言い繕うことになる。

「そんなことないです、頼りになります」

「本当にほんと～うにそう思ってる？」

「はい、心から」

「ふふっ……」

沙祈は嬉しそうに破顔して百花に頬を摺り寄せた。急に肌が密着したことで百花の心臓はどくんっと大きな音を立てる。

――ほっぺ、柔らかい……。

彼女は酒を飲んでいるはずなのに、そういった臭さはなく甘い香りがする。

――沙祈さんのシャンプーの匂い？　ううん、ボディソープかな。……好きな香り。

ぼうっとしてくる。百花もまた酒を飲んでいる。眠気とあいまって思考が鈍くなる。

沙祈には相変わらず頬ずりされている。温かな感触に、なにかをくすぐられる。

いったいなにをくすぐられているのか、具体的にはわからない。

沙祈の両手がもぞもぞと動いた。

――あ……胸が……。

胸同士がぶつかっている――沙祈の大きな胸に自分の胸が押しつぶされている――ことに気がついた。

とたんにその箇所を意識して、胸の先が尖るのを感じる。

風呂上がりなのでブラジャーはつけていない。そのせいで沙祈の膨らみの大きさや柔らかさがまざまざと伝わってくる。

『女の子同士でもエッチできる』という沙祈の言葉が頭の中でこだまする。どうしていまになってその言葉が脳裏をよぎったのか自分でもわからない。

「百花ちゃん、柔らかぁい……」

耳のすぐそばで沙祈が囁いた。どこのことを「柔らかい」と言われているのだろう。

「ぜ～んぶ、柔らかい」

百花の問いに答えるように沙祈は言った。それから両手を忙しなく動かして百花の体を撫で摩る。パジャマ越しでもそうされると、くすぐったくてたまらなかった。

「や、沙祈さん……っ。ん、ゃ……やめて、ください」

切れ切れに言ったせいか、あるいは端から聞く耳を持っていないのか沙祈は手を止めない。それどころか百花のパジャマのボタンを外していく。

「さっ、沙祈さんっ！」

慌てて呼びかけるも、沙祈は「んふふぅ」と笑うばかりだ。ボタンはどんどん外されて、前がはだける。

沙祈の指がキャミソールの裾にかかる。そこを押さえることで、百花は胸を見られまいと踏ん張る。

「恥ずかしいの？」

とろんとした目つきで沙祈が訊いてきた。

「は、恥ずかしい……です」

「ふふ、か～わいぃ」と、また頬ずりされる。

「でも今朝も見たよ？」

「それは……着物を、着せてもらったから」

いまにも消え入りそうな声で言って百花は目を伏せる。沙祈はかまわず言葉を続ける。

「というか、今朝はじっくり見られなかったから……いま、よく見せて？」

頬がかぁっと熱くなる。

「どっ、どうして……そんな」

「そんなのわかんないよ。でも、見たいの……百花ちゃんのおっぱい。ね……？　私に見せて」

唇同士がぶつかってしまいそうなほどごく間近に沙祈の顔が迫り、身じろぎすらできなくなる。

身を硬くしているあいだにキャミソールの裾が引き上げられていく。

声が出せない。身動きもできない。心の奥底では「見られたい」と思っているのではないかと自分を責めたくなるほど、なにもできなかった。

ふたつの膨らみが曝けだされる。沙祈は無表情で百花の胸元を見つめている。

「暗くてよく見えない」

そう呟くなり沙祈は右手を伸ばしてベッドサイドランプをつけた。一瞬で明かりが灯り、乳房が露呈する。百花はとっさに腕で隠す。

「だめ、見せて？」

柔らかな口調だったが頑とした意志を感じる。両手首を掴まれた。沙祈の手は熱いくらいだった。ゆっくりと左右に開かされる。それだけで胸の先がひとりでに尖る。

――私、興奮してるの？

先ほどだって、触ってもいないのにそうなった。見られて興奮しているとしか思えないのだが、認めたくない。

――だって、それじゃあ私……変態みたい！

違う、きっとそうではない。イレギュラーなことが起きて、それで驚いているだけだ。

「百花は真面目で几帳面だね」と、だれからも言われてきた。そんな自分が、胸を見られただけで乳首を尖らせるだなんてふしだらな反応をするはずがない。

「はぁ……かわいい」

嘆息する沙祈の顔を見ることができなかった。百花は目を伏せて視線をさまよわせ、口をぱくぱくと動かす。

――なにが「かわいい」の？

ベッドに仰向けになっているだけだというのに胸が大きく上下しはじめる。沙祈はそんな百花をうっとりと観察する。

「乳首が尖ってる。触ったら硬いのかなぁ……」

ひとりごとなのかあるいは問いかけられているのか、どちらともいえない囁き声だった。

沙祈の右手が脇腹をなぞり、膨らみを登っていく。中心に近づくにつれて、叫びだしたくなった。

「ん、んっ……う、うぅ」

唇を引き結んで呻くことでやり過ごそうとする。みっともない声など出したくない。それだけで卑猥だと思うからだ。

乳輪の際を、試すように指で象られる。

彼女の艶やかなストロベリーブロンドの横髪がさらりと落ちて顔にかかる。百花が声を我慢しているのを面白がるように沙祈は口の端を上げた。

「百花ちゃんたら、なんだかつらそう？　もしかして……我慢してる？」

「そ、そんな……う、ぅ」

「いいよ……我慢、しないで。ありのままの百花ちゃんでいて」

「ね？」と付け加えながら沙祈は指先を薄桃色の根元に添わせる。

「ふっ……！」

ぞくぞくっと手足の先が震えた。電流が走ったようだった。もともと荒かった息がさらに乱れる。

「んんぅ、すごくいい顔。かわいい、かわいぃっ……」

沙祈は大きく息をつく。

ごく微細な力加減で胸飾りの根元を小さく揺さぶられる。

「ん、んっ……ふぅ、うっ……」

指で触れられているのは乳首だというのに、なぜか両足がもじもじと動いてシーツに皺を作っていく。

「さ、沙祈さんっ……」

呼びかけたあとで口を噤む。

――私……いま、なにを……。

乳首を小さくくすぐるだけじゃなくて、ちゃんと触ってほしい。そんなふうに思ってしまった自分を責める。

――私は卑猥なんかじゃない！　だって、これじゃあ……美鈴さんと一緒じゃない。

じつのところ、夜な夜な女性を部屋に連れ込むかつての隣人、美鈴のことを「とんでもない女たらしだ」と軽蔑していた。

いまここで気持ちがよくなってしまったら、美鈴と同じでそういう、性にだらしのない人間になってしまうのではないかと思い至り、とたんに怖くなる。

百花は首を懸命に横に振ることで自身を否定する。

「んん、どうしたのかなぁ～？」

沙祈が猫撫で声で言った。不意に乳首をつままれ、

「ひぁあっ！」

つい大声が出てしまったので、自分の口を手のひらで強く押さえる。

「我慢しなくていいのに……」

いかにも残念そうに言って、沙祈は指先を躍らせる。薄桃色の根元をつままれ、左右にくにくにと揺さぶられる。

自分ですら乳首をそんなふうに弄りまわしたことがない。だからこそというべきなのか、沙祈の指が乳頭を擦るたびに気持ちがよくて、体がビク、ビクンッとひっきりなしに跳ね上がる。

「んん、んっ……ふ……うぅうっ」

――だめ。なにも考えないようにしなくちゃ。

目を瞑って、感情に蓋をしてしまえばきっと清く正しいままでいられる。そうしていれば理性的でいられるはずだ。母親がよく言っていた。真面目に頑張ればいいことがある、と。

「も～も～か～ちゃぁ～ん？」

甘い声に誘われて目を開けそうになったが、堪える。なにも感じてはいけない。

「乳首、気持ちよくない？」

その囁き声は突如として耳元で紡がれた。目を閉じていたものだから、沙祈が耳元に唇を寄せたことに気がつかなかった。

「ねぇ……」

吐息交じりの声を耳に吹き込まれると、なにもかもが崩れそうになる。さながら小悪魔の囁きだ。

「私は気持ちいぃよ。だって百花ちゃんの乳首、硬いのに柔らかいんだもん」

「ふっ……？」

――硬いのに、柔らかい？　それってどういうこと？

「乳首のね、表面はすごく柔らかいの。でも……芯の部分っていうのかな。そこは、凝り固まってるの」

沙祈は愉悦じみた笑みを浮かべている。

「ところで百花ちゃんはオナニーしたことある？」

その質問にはぶんぶん首を横に振る。

「ふふっ、そっかぁ……。オナニーって気持ちぃよ？　私はね、毎晩しちゃうの。気持ちがよくなると、私の乳首も百花ちゃんとおんなじになるんだよぉ？」

暗に「気持ちいいでしょ？」と言われているようで恥ずかしくなる。

「ち、ちがっ……私……っ」

必死に言いわけを考えていると、

「んふ……ふふ……」

すうすうと寝息が聞こえてきた。

「……沙祈さん？」

返ってくる答えはない。

――うそ。寝ちゃったの!?

一気に体から力が抜ける。いったいなんだったのだと沙祈を責め立てたくなったものの、気持ちよさそうに寝ている彼女を起こす勇気はなかった。

百花は私室に戻り、机に向かって日記をつけようとする。これをしなければ一日が終わらない。

普段なら五分もあれば日記をつけ終わる。ところが今日は、いましがた起こった出来事をどうしても書き綴ることができなかった。書こうとすると顔が熱くなり、ペンが進まないのだ。

百花は「うぅ」と呻いて、机に突っ伏した。













第三章　カフェでパティシエをすることになりました




翌朝、百花が朝食を作っているところへ沙祈がやってきた。

「百花ちゃん、おはよう」

朝からシャワーを浴びたらしい沙祈は、まだ髪を乾かしていない状態だったからか瑞々しさを纏っていた。いつにも増して麗しい。

「おっ……おはよう、ございます。早いですね」

「今日から仕事だからねっ！」

――昨夜、あんなことがあったのに……なんでこんなに爽やかなの？

それにしても、仕事が絡むと沙祈は本当に寝起きがよくなる。

「ところで百花ちゃん、私のこと部屋まで運んでくれたんだよね？　ごめんね、重かったでしょ」

「え……いえ……」

言うことはそれだけかと、喉まで出かかる。

――それに、そんなのいまさらだよ。

沙祈をベッドに運んだあとでいろいろあった。思いだすだけでも顔が熱くなってしまう。

――もしかして沙祈さん、あえて触れないようにしてる？

百花はまな板に目を向けながらも、沙祈のようすを窺う。彼女は至っていつもどおりだ。

「あれ……百花ちゃん、寝不足？　目の下にくまができてるよ」

沙祈の部屋から戻ったあと、しばらく寝付けなかった。日記だって、事細かには書き綴ることができなかった。

「そういう沙祈さんは……よく眠れたみたいですね」

いまのはちょっと嫌味たらしかっただろうか。

「うん。お酒を飲んだ日はいつもすぐ寝ちゃうの」

そう言ったあとで沙祈は「昨日はいつもよりだいぶ飲みすぎちゃったな」とぼやいた。

「すぐ、寝ちゃうんですか？」

「そうだよ」

百花は怪訝な顔になって沙祈に問う。

「あの……昨日、私が沙祈さんを部屋に運んでからのこと、覚えてますか？」

「部屋に運んでからの……こと？」

沙祈は顎に手を当てて天井を見る。昨夜のことを思いだそうとしているようだった。

「私……なにかした……？」

沙祈は顔面蒼白になって身を乗りだす。

「も、もしかして私、吐いちゃった!?　わーっ、ごめんね百花ちゃん！」

「いっ、いえ、吐いてはないです」

「えっ。じゃあ……なにを……？」

どうやら沙祈はなにも覚えていないらしい。

「ななな、なにもありませんでした」

なにもなかったことにして忘れよう。百花としても、覚えてはいたくない。あのような卑猥な声を出してしまったのは一生の不覚だ。忘れてしまえば、もとのとおり清く正しいままでいられる気がした。

「……本当に？」

顔を覗き込まれてどきっとする。

「ほ、ほんとうです」

どこかたどたどしい物言いになってしまった。目だって合わせていることができない。これでは「嘘です」と言っているようなものだ。

「んん～？」

沙祈は疑わしげな声を出して首を傾げていたが、百花が困っていることに気がついたらしく、それ以上は追及してこなかった。




ヘアサロン『Ｐｒａｙ』がオープンすると、沙祈はそれまでとは打って変わって終日、忙しそうだった。

いっぽう百花はキッチンで菓子作りをする。オープン祝いだ。昨日、卒業祝いをしてもらったので、そのお返しのつもりで料理している。

キッチンのものは自由に使っていいと言われている。百花もまた家にあった調理道具や菓子の材料はすべて持ち込んでいた。

いま作っているのは紅茶のプディングだ。初めにキャラメルを作っておく。それから鍋に牛乳を入れて火にかけ、沸騰後に紅茶を入れる。それを、卵とグラニュー糖を合わせたものと混ぜてプリンカップに注ぐ。オーブンで焼いたあとは冷蔵庫で冷やせば出来上がりだ。

プディングを冷やしているあいだに後片付けをした。こういう菓子作りは専門学校に通う前からしていた。

――初めてお菓子を作ったのは、お母さんの誕生日のときだっけ……。

母親のバースデーケーキを手作りしたのがきっかけだった。それ以来、菓子作りにはまった。

百花は閉店後のヘアサロンにプディングを持っていった。

「ああ、百花ちゃん」

少し疲れたようすだが、沙祈は充実しているというような晴れやかな笑顔を浮かべていた。

「こんばんは」と、アシスタントらしき女性に挨拶される。百花もまた「こんばんは、お疲れ様です」と返す。

「紹介がまだだったよね。アシスタントの五十嵐いがらし映奈えいなちゃん」

沙祈は百花のことも「一緒に住んでる壱郷百花ちゃんだよ」と紹介した。百花と映奈は互いに頭を下げ合う。

「あの、これ……ささやかですけどオープンのお祝いに、ええと……差し入れです。もしよかったらどうぞ」

トレイに載せていた紅茶のプディングを差しだす。ヘアサロンに何人のスタッフがいるかわからなかったのでひとまず四人分をトレイに載せていた。

「すごい、美味しそう！　ありがとう、百花ちゃん」と沙祈が顔をほころばせる。

「本当、美味しそう～！　ありがとうございます、いただきます」

映奈もまた少しも遠慮することなくすぐにプディングが載った皿を受け取った。

「せっかくだから、カフェのほうのスペースを借りてみんなで食べよう」

沙祈に言われ、カフェへと移動する。カフェのほうはヘアサロンよりも一週間あとに開店するらしい。だがほとんど片付いているのでじゅうぶん寛げる。

沙祈も映奈も何度も「美味しい」と言って紅茶のプディングを食べてくれた。




キッチンで夕食の片付けをしていると、沙祈のスマートフォンが鳴った。沙祈は皿を拭く手を止めてリビングへ行く。

「もしもし？」

百花はキッチンで皿洗いを続ける。

「はい、前の美容室からのお客さんがたくさん来てくれて……そうですね、予約もたくさん入ってます。客の入りはいいですよ。このぶんなら、カフェのほうにもきっと……え、えぇっ!?」

沙祈はスマートフォンを耳に当てたまま急に声を裏返らせた。

――どうしたんだろ？

皿洗いを終えた百花はエプロンを外してリビングへ向かう。

「でも……いまからじゃとても……ええ、そうですよね」

険しい顔の沙祈と目が合う。

「あ……」

沙祈は言葉を切るなり百花をじいっと見つめた。

「……っと、ごめんなさい。ちょっとご提案したいことがあるので、またあとでかけますね」

電話を切るなり沙祈は百花に言う。

「いのりさんのカフェでパティシエやらない!?」

急に話を持ちかけられた百花は「えっ？」と声を上げる。

「いのりさん、パティシエを他所に引き抜かれちゃったんだって。雇用契約はまだしてなくて、口約束だけだったらしいんだよね。百花ちゃんも、内定が決まっただけでまだ契約はしてないよね？」

沙祈には以前、ほかのところをもう少し探してみたいと話をしていた。

――うそ……夢みたい！

百花はぱあっと表情を明るくして「私でよければぜひ！」と答える。だが次の瞬間には、他所に引き抜かれるほどのパティシエの代わりが自分に務まるのか心配になった。

「あ、ええと……いのりさんのカフェで働きたいのはやまやまなんですが、その前に私の作ったお菓子を審査してもらえたら」

「審査？」

「はい。そのほうがお互いのためにいいかなって」

「うーん……わかった。いのりさんに相談してみる。でも紅茶のプディングはすごく美味しかったよ？　お店のものと変わらない味だった。だから自信もってね、百花ちゃん！」

百花は沙祈の目を見ながらこくりと頷いた。




次の日、百花はシフォンケーキを作ることになった。いのりから指定されたもので、カフェで振る舞う予定のメニューだそうだ。

シフォンケーキはいままでに何度も作ったことがある。百花は「どうか美味しいと思ってもらえますように」と心を込めてシフォンケーキを焼いた。

昼過ぎにカフェへとやってきたいのりにシフォンケーキを出す。いのりは初め、険しい顔をしていた。しだいにいのりの瞳に涙が溜まり、泣きだしてしまう。

「あ、あのっ……六原ろくはらさん？」

泣くほどだめだったのだろうか。

「……っ、文句なしに美味しいわ！」

ぼろぼろと大粒の涙を零しながらいのりが言うので、百花は口を大きく開けてしばしぽかんとした。

「お、美味しい……？」

尋ね返すと、いのりは何度も首肯する。

「ヘアサロンのほうにいるふたりにも味見してもらいましょう？」

いのりはヘアサロンの客が引く時間帯を見計らって、沙祈と映奈にシフォンケーキを持っていった。するとふたりともが「お世辞抜きに美味しい！」と絶賛してくれた。

百花はほっと息をつき、まだだれもいないカフェの椅子に座った。そこに座るよういのりに言われたからだ。

「百花ちゃんがいてくれて本当によかった。ぜひ私のカフェで働いてほしいわ」

「はいっ、喜んで！」

いのりはしばらくにこにことしていたが、「あっ、でも」と言いカウンターの上の書類を手に取った。

「でもまずは勤務条件の擦り合わせをしないとね。はい、これ」

いのりから渡されたのは雇用契約書だった。

「お給料とか休日とか……ほかにも勤務条件の詳細をまとめた契約書よ」

それからいのりは一通りの説明をしてくれる。

「……と、こんなところだけれど、詳しくは時間があるときに目を通してくれる？　正式なお返事はそのあとで大丈夫だから。……私としてはもうすぐにでも契約しちゃいたいくらいだけれど、百花ちゃんにはきちんと納得してもらった上で勤めてもらいたいの。もちろん、折り合わないと思うところがあれば遠慮なく言ってね」

「わかりました」

百花は家に戻るなり契約書を読んだ。

――お菓子を作るだけじゃなくて接客もできるって……すごくいい。

見方によっては「接客もしなければならない」のだが、菓子を食べる客の反応を見たい百花としては願ったり叶ったりだ。

百花は内定通知が来ていた企業には辞退の連絡を入れ、いのりと雇用契約を結んだ。

結果的にとてもよかったのではないかと思う。なにせ通勤時間ゼロで職場に行けるのだ。パティシエの朝は早い。通勤時間はネックになる。

夕食の準備を終えてリビングへ行くと、

「百花ちゃんの就職の前祝いをしよう！」

沙祈がワインボトルをひとつと、グラスをふたつ準備していた。

「あ、ありがとうございます。でも……ええと、飲み過ぎないでくださいね？」

「えっ？　う～ん……気をつけるけど、難しいな。だって百花ちゃんと飲んでると、どうしてかお酒が進むんだもん」

酒を飲んだ沙祈はいったいいつから記憶が飛ぶのだろう。今日は彼女のようすを注視していよう。

「そうだ、先にお風呂にしよっか」

どうやら沙祈は百花が「飲み過ぎないように」と言った理由は「酒を飲むと入浴もせずに寝てしまうからいけない」と思ったらしかった。

「そうですね。そのほうがいいかと」

沙祈が泥酔しているとなにかと危険だ。

「沙祈さんどうぞお先に」

「いいよ、百花ちゃんが」

「沙祈さんです」

「んん、わかった」

沙祈は少し困ったような顔になって浴室へ行った。

入浴を終えて戻ってきた沙祈は相変わらずシャツ一枚の薄着だった。そしてやはり、乳首は透けている。その薄桃色の箇所へ目を向けてしまうのをなんとかして堪えながら百花はそそくさと入浴を済ませた。

――下着……どうしようかな。

普段なら入浴後は下着をつけないが、今夜はこれからまだ食事がある。

悩んだ末、ブラジャーはきちんとつけた上でルームウェアを着てリビングへ戻った。

「それじゃあ、百花ちゃんの就職を祝して……かんぱ～い！」

百花とグラスを突き合わせると、沙祈は上機嫌で酒を呷りはじめた。

「あ～、今週も働いたぁ」

そう言いながら沙祈がグラスを空にするので、百花は「お疲れ様です」と言葉を返して酌をした。

「ありがと。最高の気分っ！」

まだ数杯だが、だいぶん酔っぱらってきている気がする。

「沙祈さん、何度も言いますけど……ほどほどに、ですよ？」

「わかってるってばぁ」

それでもなお沙祈はぐびぐびと酒を飲む。

「くぅ、やっぱり百花ちゃんの酌で飲むお酒は格別！」

注ぐのをやめようかとも思ったが、そんなことを言われた上に潤んだ瞳で物欲しそうに見つめられると酌をしないわけにはいかなくなる。

「ちょっとお手洗い」

沙祈がリビングから出ていくなり百花もまた椅子から立った。

――いまのうちに少し片付けちゃおう。そしたら沙祈さんもきっと諦める。

もうお開きにしましょうという雰囲気を作っておくのだ。我ながら名案だ。

キッチンで皿を片付けていると、

「ねーえ、も・も・か・ちゃん！」

戻ってきた沙祈に後ろから抱きつかれた。

「～～っ!?」

甘い香りに包まれ、手に持っていた皿を思わず落っことしそうになる。

「私の乳首、さわってもらいたいなぁ～」

沙祈が背中に胸を押しつけてくるので、一気に体温が上がり動悸がしてくる。

「なななな、なに言ってるんですか!?」

――沙祈さん、また酔っぱらってる！

ドクドクドクドクと胸が連続して鳴る。

「わ、私……まだ洗い物の途中だから……っ」

すると後ろから両手に指を絡められた。

「そんなのあとで私がやっておくからぁ……。私ときもちいぃこと、しよ？」

耳たぶを舐められ、「んぁっ」と珍妙な声が出てしまう。

手についていた泡を湯で流される。なんの変哲もない行為だというのに、どうして淫猥な感じがするのだろう。そのせいで胸の高鳴りが大きくなる。

手についていた泡がすべて流れると、沙祈は湯を止めて百花の首筋をつつつ……と舌で辿った。

「やっ、やめっ……う、うぅ……」

舌が肌をなぞると、たとえようのない感触がぞわぞわと湧き上がってきて脳内を痺れさせる。

ラウンドネックのニットシャツではなく襟の詰まったパジャマにしておけばよかったなどと後悔する。

「んん、なんだか甘い……。百花ちゃんって美味しかったんだね」

沙祈は感慨に耽るようなため息をつくと、両腕を百花の体の正面に回り込ませた。

「あれ……ブラ、してるの？　お風呂上りなのに？」

百花はぎくりとして肩を弾ませる。

――だって、ブラジャーつけてないと……。

自身を守れない。そう思った次の瞬間には、それではこのような展開を望んでいたみたいだと自身を責める。

――違う、望んでなんかない！

ではなぜ沙祈の腕を振り払わないのだ、と自問する。

女性同士なのだ。それほど強い力で後ろから抱きしめられているわけではない。

むしろ、沙祈は泥酔しているのだから振り払おうと思えばきっと簡単にできる。

「ねえ、もっといろんなところ……味わわせて？」

熱を持った、とびきり甘い囁き声。なにかをぐらぐらと揺さぶられている。常温で放置した生クリームのように、頭の中が蕩けてしまいそう。

皿を洗っているあいだはごく理性的で普段どおりだったはずなのに、沙祈に抱きつかれている――豊かな胸が背中に当たっている――というだけで息遣いが荒くなってくる。

――こんなふうに密着するのが慣れてないせい。

沙祈の息遣いがよくわかる。彼女の口が耳元にあるというのもあるが、耳が吐息を感じ取ろうと必死になっているような気さえした。

「ねえ、これ……外しちゃうね」

ニットシャツの上から、ブラジャーの背のホックをかりかりと引っかかれた。そうかと思うと沙祈の右手がシャツの内側へと潜り込み、片手でたやすくホックを弾く。

――沙祈さんってやっぱり器用。

そんなことを考えている場合ではないというのに、他人事のようにそう思った。甘い誘惑から逃れるために、無意識にそう思うことにしたのかもしれない。

百花のブラジャーを外したあと、沙祈の両手はシャツの外に出た。前のほうへやってくると、そのまま這い上がりはじめる。

「沙祈さん……っ、だめ……です」

「なんでだめなの？」

「な、なんでって……」

すぐには理由が思いつかない。きっと平静な心ならばすぐにでも「女同士なのに」だとか「恋人同士でもないのに」だとか、もっともらしいことを並べられたはずだ。

だがいまは心臓が脳天に響くほど、ドクドクとうるさく鳴っていた。落ち着いて話したいのに、うろたえるばかりでまともな言葉が出てこない。酒で呂律が回らないのとは違う。

――沙祈さんと違って私はそんなに飲んでない。

「ていうか、なにがだめなの？」

からかうような調子で言われ、またも言葉に詰まる。

「なにがって、それは……その」

言い淀んでいるあいだに、ニットシャツ越しに双乳を掴まれてしまう。

ホックが外れて緩くなったブラジャーがシャツの内側でくしゃくしゃになる。そんな状態ではまったくもって胸を守らないから、意味がない。

「そ、そういうことが……だめ、だって……私、言って……う、うぅっ」

「私におっぱいを揉まれるの、嫌？」

――そんな言い方、困る。

嫌だと思えないことが大問題なのだ。それには蓋をして、百花は理性的に振る舞おうとする。

「とにかくだめなんです……！」

やっとの思いで一息に言ったのも虚しく、沙祈は「ええ～？」と声を上げるだけで両手を離そうとはしない。

「ちゃんと理由がないと……やめられない。だって百花ちゃん、すごくかわいいんだもん」

沙祈は「はぁ」と息をついて頬ずりしてくる。吐息と髪の毛がくすぐったい。

「それが、私が百花ちゃんに触りたい理由。ちゃんとしてるでしょ？」

――ちゃんと、しているのだろうか。

「かわいくて、温かくて……柔らかい。こうしてると落ち着くのに、空にも飛んでいけそうなほど興奮するの」

「不思議」と言葉を足して沙祈はより強く百花の膨らみを揉み込む。

「ん、んっ！」

強く揉み込まれると、乳房の先端がブラジャーに擦れる。もういっそ、身に纏っているものはなにもかも拭い去ってほしいなどと思い至ったところで「そんなのだめ」と自分自身が引き留める。

「沙祈さんっ、も……やめ……」

すべて言い終わる前に、緩くなっていたブラジャーごとニットシャツの裾を首の下まで捲り上げられてしまう。

「ひゃっ!?」

頓狂な声を上げて、つい後ろを振り返る。長いまつ毛を伏せ、熱っぽく瞳を潤ませている沙祈の顔を、見るべきではなかった。すっかり官能に当てられて頭がぼうっとしてくる。

「ふふ……」

吐息たっぷりにほほえみながら沙祈は百花の乳房を下から持ち上げるようにして両手で包み込む。ふにふにと揺さぶられると、双乳はその形をさまざまに変える。

「ぅあ、あっ……ぁんっ！」

ごく自然に卑猥な声が出る。それが許せなくて百花は口を押さえるものの、胸を揉み込まれるたびに嬌声は溢れでた。

「やぁっ……だめぇっ……ん、んんっ」

薄桃色の先端は手つかずで、ただ揺さぶられるだけの状態が続く。

しだいに感情が麻痺してくる。羞恥心や道徳心が吹き飛んで、膨らみの敏感な箇所に触れてもらいたい、気持ちよくなりたいという欲求が無意識下で募っていく。

もう抗えない。頭の中でだれかが囁いた。

「……うぅっ」

百花は呻きながら、沙祈の両手に指を絡めていただきへと誘導する。

乳首に触ってもらうよう、自ら導くなんて……と、平常心だったならば考えられないことをしていた。

してやったりとばかりに沙祈は相好を崩す。

「ここを弄ってもらいたいの？」

「んん……っ」

曖昧な唸り声だったが沙祈は同意と捉えたらしく、百花の乳頭を指でつついた。

「あっ、あぁ……」

沙祈の指がほんの少しでも尖りに触れると、飛び上がりたくなるくらい気持ちがよくて全身が震える。

こんなはずではなかった。ほんの数分前までごく理性的だったはずだ。だがそのときの感情がもはや思い起こせない。

目の前に人参をぶら下げられた馬のように、身も心も強欲さを伴って快楽へと流され走っていく。

沙祈の指が乳首を押すと気持ちがよいという事実を、自分自身がまったく否定できない。

「ふぁ、あっ、はぁぅっ」

否定するどころか、高い喘ぎ声が堰せきを切ったように口から出てくる。

「きもちぃ？　百花ちゃん。私はいつもこんなふうにオナニーしてるの」

思わぬ告白を受け、ますます頬が熱くなる。

「胸を揉んで焦らして……我慢できなくなってから、こんなふうに乳首を押したりつまんだりして愉しむの……」

「はぅ、ううっ……ん、んっ！」

痴態を晒しているのは自分だというのに、沙祈の性癖を暴露されると羞恥心に拍車がかかる。

乳首をくりくりと指で捏ねられると、あまりの快感で足元がおぼつかなくなってくる。

「ソファに……行こっか」

促されるままよろよろと歩き、ソファに座り込む。両胸はいまだに剥きだしだ。

沙祈は百花の膝の上に座り込むと、「ほぅ」と息をつきながらあらためて乳房を掴んだ。

控えめながらも形のよい百花の乳房を、それまでとは打って変わって壊れ物を扱うように優しく揉み込む。

「やぁっ……あ、あぅ」

百花の顔が享楽に歪む。沙祈は百花の表情もまた見て愉しんでいるようだった。

「ねぇ……百花ちゃんのイチゴ、食べちゃいたい」

唐突に言われ、なんのことかすぐにはわからない。

――私の……イチゴ？

そんなもの持っていない。持っているのなら自分で食べたい。イチゴは好物だ。

首を傾げる百花を見て沙祈は口の端を上げ、

「これ、だよ」

両手の指で百花の乳頭をつっつく。

「えぁ、あっ!?」

ツンツンとつつかれた乳首は瞬時に身を硬くする。

沙祈がどこのことを言っているのかはわかった。だが理解できない。

――乳首なんて、食べられない。

生真面目な百花はさらに首を傾げる。

「いい？」

念を押され、つい小さく頷いてしまう。すると沙祈はどこかあどけない顔でにんまりと笑って身を屈めた。

沙祈は百花の胸元に唇を寄せ、薄桃色の棘をまじまじと眺める。

「……っ!!」

『イチゴを食べる』の真意にようやく気がついた百花は慌てて「だめです！」と叫んだ。ところが沙祈の耳には届かない。

「だめ、あ、ぁっ……！」

赤い舌が顔を出し、鮮やかな屹立をそろりそろりと這い上がる。

「ふぁあぁあっ！」

触れているのは舌先のほんのわずかな部分だ。それなのに、大声を出さずにはいられないほどの快感に見舞われる。

――ち、乳首……舐め、られてる。沙祈さんに……！

いままさに自分の身に起こっていることだというのに、他人事のように沙祈を見下ろす。

混乱しすぎるとかえって冷静になってしまうのだろうか。いや、平常心ではないのは確かだ。その証拠に、運動したわけでもないのに胸は上下に激しく動いているし、呼吸だってずっと荒い。

まるで味わうように、赤い舌は恐ろしく緩慢な動きで乳頭を逆撫でする。

肉厚で生温かい。不快だとか、汚らしいだとかいう考えはいっさい浮かばない。

「ん、おいし……」

沙祈は百花の湿った胸飾りに息を吹きかけながら言葉を挟んだあと、ふたたび舌を動かしはじめた。

「あぅ、あっ……はぁ、あぁっ……」

ねっとりと舐められれば、悶えずにはいられない。

沙祈は目を伏せて一心に胸の蕾を舐めしゃぶる。長いまつ毛が小さく揺れている。頬は紅潮し、舌を出しながらも口の端は上がっていて、どことなく愉しげだった。

目を伏せたまま息を吐いたあと、沙祈は大きく口を開けた。

胸の飾りを丸ごと口に含まれ、吸い上げられる。

「ぁ、うそ……やっ、あぁっ」

初めての感覚に眩暈めまいがしてくる。

「やだぁっ……う、うぅ、ふぅう！」

理性は消え去って、脳内の官能を司る部分が「気持ちいい」と叫んでひとり歩きしているようだった。

「ちゅぷ、ちゅっ」と水音が立つのがいたたまれない。その卑猥な音を耳にするたび、下腹部になにかが溜まっていく気がした。

正体不明の疼きに襲われ、太ももの内側をもじもじと動かす。

沙祈の柔らかな両手が脇腹を撫で下ろしていく。百花は呻いて身を捩る。

ルームウェアのボトムスの端に沙祈の指がかかると、百花はビクッと全身を跳ねさせた。

「あ、あぁ……」

自分がなにを期待しているのかわかって愕然とする。

――ズボンを引き下げてほしいと思うなんて！

それどころか、中のショーツも一緒くたに脱がせてくれたら、などと思ってしまっている。

先ほどからその箇所がじくじくと疼くせいだ。なにもかも脱ぎ去りたい衝動に駆られて戸惑う。

百花の思いを汲むように沙祈は両手でボトムスを引き下げた。ショーツは身に着けたままだ。それも脱がせてほしいなどとは、口が裂けても言えない。

沙祈の両手は探るように薄手のショーツ越しに恥丘を撫でまわす。

「ふぅっ……あぁ、ぁん……っ」

ふっくらと盛り上がっている秘めやかな箇所を指で辿たどられて、恥ずかしいはずなのに快感のほうが圧倒的に勝っている。

沙祈は舌で乳首を舐め転がしながら手指を動かして百花の官能を煽る。器用なものだ。

息が弾み、どうしようもなくなって自身の髪の毛をぐしゃぐしゃと掻き乱すと、沙祈はおもむろに顔を上げた。

「そんなふうに乱れてる百花ちゃんも……いい」

真剣な顔で言われれば、胸がドクッと不穏なまでの音を立てた。

沙祈の吐息が乳頭に吹きかかるのもまた心地がよくて、口を開けていなければ息ができない。それほど興奮していた。

そんな状態でショーツのクロッチ部分に指をあてがわれれば、下着の向こうでくすぶっていた小さな肉粒が瞬時に快感を訴えて震え上がる。

「ぃあっ、だめぇっ……やっ、ゃっ、やぁああっ！」

ショーツ生地を隔てて爪を立てられる。そこに痛みなどはなく、ただただ気持ちがよい。

――もっと……もっと、触ってほしい。

陰核を刺激してもらいたくて百花は足を左右に広げる。もうなにもかも、箍たがが外れてしまっている。

「ありがとぅ、触りやすくなった」

これみよがしに口角を上げて沙祈は下着越しに花芽を擦る。

「あんっ、あぁんっ……はぁ、あぁぅっ……」

指が速度を増す。まるで追い立てられているようだった。快楽の波がひっきりなしに押し寄せて官能に訴えかけてくる。

「だめ、ふぁあっ、ひあぁあぁああっ……!!」

下腹部を中心にビクッ、ビクッと体が揺れ、そのすぐあと脱力感に襲われた。心地よさが尾を引くいっぽうで、頭の中はしだいに冷静さを取り戻し、羞恥心が膨れ上がる。

「ふふ、イッちゃったね。かーわいぃ……」

満足げにふわりと笑って、沙祈は百花の胸に顔を突っ伏した。しばらくすると「すう、すう」という音が聞こえてきた。

「……沙祈さん？」

返事はない。あるのは規則正しい寝息ばかりだ。

「沙祈さんってば」

軽く肩を揺するものの、やはり返ってくる言葉はなく、起きそうにない。

すっかり眠り込んでしまった沙祈をひとりでベッドへ移動するのは無理だ。前回のように、おぼろげでも自分で歩いてくれれば話は別だが、熟睡しているようなのでそれもできそうにない。

百花は身を捩りながらなんとかして沙祈を避けてソファから立つ。沙祈の部屋から毛布を持ってきて、彼女の肩までしっかりと掛けた。

すぐには私室へは戻らず、ソファのそばに座り込む。すやすやと眠る沙祈の寝顔をしばらく見ていた。

――この気持ちはなに？

不愉快というような、マイナスの感情ではない。

沙祈はいましがた眠ってしまった。それなのにもっと話がしたいと思うのはなぜだろう。そして、話ができずに落胆している自分に気がついて困惑する。

――でもきっと、沙祈さんはまた忘れちゃう。

先日と変わらず沙祈は泥酔している。この淫らな行いは、彼女の記憶に残らない。

――覚えてないほうが、いいに決まってる。

そうすればまた『なかったこと』にできる。この痴態を覚えられていては一生の恥だ。そのほうがいいに決まっているのに、どうしてか釈然としない。

――どうして……もやもやするの？

その理由は、どれだけ考えてもわからなかった。













第四章　この感情がなんなのかわかりません




朝陽が昇る頃、リビングへ行くと沙祈はまだそこで寝ていた。沙祈は寝相があまりよくないらしい。肩が出ていたので毛布を掛け直した。

百花はしばらくその場から動けなかった。両目が、沙祈を捉えて離さない。

――一晩、眠れば気持ちが切り替わると思ったけど……。

相変わらず気は晴れず、もやもやとしたものを抱えたままだった。

――朝ごはんを作らなきゃ。

そう思うのに、足がキッチンへと向かってくれない。

――キッチンで音を立てたら、沙祈さんを起こしちゃうかもしれないし。

そうして百花はこの場から動かないことに理由をつける。

それにしても沙祈は肌がきれいだ。これまで美容にはあまり興味がなかったというのに、どうしたらきれいになれて、そしてそれを維持していられるのだろうと強く思う。

顔の造作は生まれ持ったものだから、沙祈を羨んでも仕方がない。百花には自分が『平凡』だという自覚があった。別段美しくも、取り立てて醜くもないと自負している。

ふと、沙祈に「かわいい」と言われたことを思いだす。

「……っ」

沙祈はなにをもって「かわいい」などと褒めてくれたのだろう。昨夜の行いまで思いだしてしまい、手足の先が熱くなってくる。

百花は思考を断ち切るようにふるふると首を振った。

――いま考えてたのは、どうしたらきれいになれるかってこと！

顔立ちはともかく、髪や肌の艶と張りはきっと手入れしだいでどうにでもなる。

美しさの秘訣はなんだろう、と考えながら沙祈の顔を覗き込む。すると薄茶色の瞳と視線が絡んだ。

「ひゃっ!?」

声を上げたのは百花だ。沙祈はまだ視界がぼんやりしているのか、何度も瞬きしている。

「おはよう……？」

掠れ声で言いながら沙祈が身を起こす。

「おはっ……おは、よう、ございます」

百花はしどろもどろになりながら俯く。ちらりと沙祈を見れば、「ふぁあ」と、口に手を当ててあくびをしていた。その手や口をまじまじと見つめてしまう。

――私の……敏感な部分を……。

淫らに弄っていたのはこの手と口だ。そう思うと、とたんに顔が熱くなった。そんなことを考えてしまうこと自体が卑猥だ。

「んっ、ごめん。私ったら……はしたないね。百花ちゃんの前でこんな大あくびして」

百花の視線に気がついたらしい沙祈が慌てて言った。

「え、いえ……お気になさらず」

取り繕ったり飾ったりした態度ではなく、沙祈にはありのままでいてほしいと思った。他人行儀にされようものなら距離を感じる。

――って、感じてもいいじゃない。距離！

むしろもっと距離を取ってもらうべきだ。沙祈が酒を飲んだときは特に。

「あ、あのですね。沙祈さんはその……お酒を飲んだとき……ええと」

節度ある行動をしてほしい、と一言伝えればよい。だが記憶のない彼女にそんなことを言って意味があるのだろうかとも思うし、自分はこの家に厄介になっている立場だというのに忠告めいたことをする権利があるのだろうかとも思い至り、続きを言えずに口を噤む。

沙祈はいつかのようにすっかり青ざめている。

「ごめんっ、私ったらまた百花ちゃんに迷惑かけちゃったんだね!?」

瞳にうっすらと涙を浮かべて沙祈が縋りついてくる。

「決めた。これからは私、お酒を控えるようにする」

「えっ!?」

固い決意を表すように沙祈はこくこくと二度頷いた。

「そんな、いいです。控えないでください」

――おかしい。それまで思っていたこととは真逆のことを言ってしまった。

沙祈が酒を控えるに越したことはない。そうすればあのような事態にはならないのだから。

「でもこれ以上、百花ちゃんに迷惑かけられないよ」

沙祈は申し訳なさそうに唇をへの字に曲げている。

「迷惑だなんて思ってませんから。沙祈さんの家に転がり込んでるのは私です。それなのに家主の沙祈さんが、好きなお酒を控えるなんて心苦しいです」

――理由は本当にそれだけ？

頭の中で問いかけてくる自分の言葉は無視して、百花は「だから思う存分、飲んでください」と飲酒を促す発言をする。

――ああもう、矛盾してる！

頭を抱えたくなったが、そんなことをしていては沙祈に変に思われる。百花はほほえみを絶やさずにいた。一度、口に出したことをそう簡単に覆したくはない。

「……う～ん」

沙祈は悩ましげに唸り、腕組みをする。

「……わかった。でも、飲み過ぎないようにするね」

百花が大きく頷くと、

「この際だから訊くけど、百花ちゃん。不満に思ってることとかないかな」

ごく真剣な表情で沙祈が訊いてきた。

「ふ、不満……？」

今度は沙祈がおもむろに頷く。そんな彼女をよそに少し考えたあと百花は「ないです」ときっぱり答えた。

「本当に？」

「逆に沙祈さんは、私に不満はないですか？」

掃除がきっちりしすぎているだとか料理が口に合わないだとか、なにかあるのではないか。

「不満だなんて！　百花ちゃんはすごくきれいにお掃除してくれるし、お料理もすっごく美味しいし！　文句なんてつけようがないよ」

百花はきょとんとする。心配していたことを満面の笑みで肯定されて、心が軽くなる。

――沙祈さんと話してると、和む。

自然と笑みがこぼれる。

「あっ、そうだ。今日はどこか出かけない？　百花ちゃんも来週からお仕事が始まるし。忙しくなる前にちょっと息抜き！」

沙祈はにこにこしたまま言う。

「……って、たんに百花ちゃんと一緒に出かけたいだけなんだけどね」

「私も出かけたいです、沙祈さんと」

それからふたりは無言で見つめ合った。

――え、あれっ……？

なにやらいたたまれない。どこからともなく熱が立ち上ってくる。

「ああ、あ、朝ごはんっ……作りますっ」

上ずった声で言いながら立ち上がり、キッチンへ向かう。心臓はトクトクと脈を刻んでいた。

朝食を済ませ、私室で着替えをする。

「なに着ていこう……」

クローゼットの扉を開け放って、ひとり呟く。服はそれほどたくさん持っていない。

――変だな、私……。出かけるときの服なんてなんでもよかったのに。

だが沙祈の隣を歩くと思うと、おかしな恰好はできないと思うのだ。

悩んでいるところへノック音が響く。

「百花ちゃん？」

「は、はいっ。どうぞ」

部屋の扉を開けると、沙祈は百花がまだルームウェアのままなのを見てわずかに目を瞠った。

「もしかして服が決まらない？」

「はい……」

「私も一緒に選んでいい？」

「お願いします」と言いながらも、選ぶほどの衣装持ちではない。せいぜいトップスとボトムスの組み合わせを考える程度だ。それでも沙祈は喜々としてクローゼットの服を眺める。

「これとこれなんてどう？」

体にあてがわれる。自分では選んだことのない組み合わせだ。思いのほか合う。

「ありがとうございます、そうします」

「えっ、いいの？」

百花が即決したことに驚いたらしく、沙祈は目を丸くしている。

「いいんです」

「そっか。じゃあ私は玄関のほうに行ってるね」

手早く着替えて玄関へ向かい、沙祈の車に乗って出発した。

「絶好のドライブ日和だね！」

沙祈はハンドルを握って楽しそうにしている。

快晴のぽかぽか陽気とくれば確かに、遊びにいくには絶好の日和である。

「ところでどこに行きたい？」

もう車は走りだしているというのにそんなことを聞かれて驚く。沙祈は目的地を決めて出発したのだと思っていた。

「あ、ええっと……」

助手席で頭を捻る。海鮮丼の看板が目に入った百花は「海……」と呟いた。

「よしっ、じゃあ海に行こう」

「えっ、いいんですか？」

「もちろん！」

場所に心当たりがあるのか、沙祈はカーナビも使わずにどんどん車を走らせる。

春というだけ心が浮き立つ。ところがいまは、いつもの春以上に浮かれているような気がした。

――沙祈さんと一緒だから？

ほかの人とでも、ドライブに行けば楽しいのだろうか。ふとそんな疑問が湧き起こり、自分自身が「ううん、違う」と否定する。

――たぶんだけど、沙祈さんだから……一緒にいて楽しいんだ。

だれとだってこういう気分になるわけではない、きっと。

百花は運転席にいる沙祈のほうをちらりと見やる。運転席側の窓は少し開いているので、風が吹き込んできて沙祈のストロベリーブロンドをたなびかせている。

横から見ると、まつ毛が長いのがよくわかる。風呂上がり――化粧をしていないとき――だって同じ長さだ。

沙祈は化粧しているときはもちろん美しいが、そうでないときだって見惚れてしまうほどきれいだ。

「ん……どうかした？」

盗み見ていたはずが、ついまじまじと見つめてしまっていたらしい。沙祈は前を向いたまま、目線だけをこちらに寄越してくる。

「いっ、いえ……」

いったいどうしてしまったのだろう。沙祈の前でどぎまぎしてばかりだ。

――もっとしっかりしなくちゃ。来週からカフェで働くんだから。

いつまでも学生気分でのほほんとしていてはいけない。社会人になるのだから気を引き締めねば。

「沙祈さんはよくドライブに行かれるんですか？」

「そうだね、休日にふらっとね」

「……おひとりで？」

「うん」

ひとりだと聞いて安堵した理由がわからない。

――そういえば沙祈さんって、恋人とか……いるのかな。

いや、恋人がいるのならば話に出ているはず。もしも恋人がいたのなら、そもそも同居を提案されなかっただろう。同性の同居人は恋人と会うのに邪魔になるだけだ。

――って、私ったら……沙祈さんに恋人がいないって思いたいの？

自問したすぐあとに「そんなことない」と心の中で否定する。状況的には「沙祈に恋人はいない」と、ごく冷静に判断しているだけだ。

そうこうしているうちに海に到着した。

「わぁっ……！」

思わず声を上げてしまう。海を臨む沿道の両側に植えられた満開の桜が風に揺られているようすは息を呑むほど美しかった。

「浜辺に下りて、裸足で歩いてみよっか」

いたずらっ子のように、あるいは少女のように沙祈が提案してくる。足が砂まみれになるなんて嫌だ……と、ふだんならそう思ったことだろう。

「そうですね」

ところがすぐに同意して浜辺に立ち、靴を脱ぐ。気が高揚しているせいか、足が汚れることよりも沙祈とふたりで砂浜を歩いてみたいという気持ちのほうが強かった。

ふたりで靴を脱ぎ、浜辺を歩く。裸足で歩くことにまったくもって不慣れな百花は一歩、進むだけでもひどくもたつく。小さな子どものような歩き方になってしまう。

「百花ちゃん、もしかしてあんまり裸足で歩いたことない？」

「は、はい」

「じゃあ手を繋ごう」

百花は戸惑いながらも、差しだされた手を取る。これではいよいよ子どもだ。もう二十歳だというのに。

――でも……。

沙祈と手を繋ぐのは母親にされるのとは明らかに違った。しっかりと握り合った手から感じるのは安心感だけではない。それよりももっと、なにか別の感情のほうが大きい。

それは、焦がれるようななにかだ。湧き起こったこの感情の具体的な名前はなんだろう、思い当たらない。

――なんでだろ……沙祈さんのこと、もっと知りたい。

自然と脈が速くなる。繋いでいる手がじわりと熱を持ちはじめる。

いっぽう沙祈はほんのりと頬を赤くして言う。

「ふふ……変なの。百花ちゃんと手を繋ぐの、ちょっと照れちゃう。女の子同士なのにね」

困ったような笑みが眩い。波の音、潮の香り、風に揺れる薄桃色の花びら、陽光に煌くストロベリーブロンド。そのすべてがきれいで、尊いものに思えてならなかった。




その日は外で夕食まで済ませて帰宅した。弐方沙祈は湯船に浸かりながら一日を振り返る。

――百花ちゃん、楽しんでくれたかな。また行きたいな。

海辺に咲き乱れる桜はこの季節になると毎年、見にいっている。どこへ行きたいかと尋ねれば百花が海を所望してくれたのでちょうどよかった。

――それにしても、百花ちゃんがカフェで働いてくれることになってよかった。

そうすれば休日が同じになるので、出かけやすい。

百花がこの家に来てからというもの、楽しいことばかりだ。百花にこの家に住むよう提案したのは、美鈴のことだけでなく自身の寂しさからもあった。

――けど、いま思えば……初めて会ったときからずっと気になってたのかも。

百花の頭にアイスティーをぶちまけてしまったのはまったくの偶然だが、ヘアサロンへと誘ったのは、彼女ともっと話がしてみたいと思ったからだ。

真っすぐに切りそろえられた前髪が気になったというのもある。職業柄なのか『こうすればもっと彼女らしさを引きだせるのに』と疼うずいてしまった。

だがだれにでもそうなるわけではない。じつは、百花のことはあのカフェでたびたび見かけていた。

かっちりとしたスーツを着て、黒髪はいつも後ろでひとまとめにし、背筋は常にぴんと伸びている。真面目なんだろうな、という印象だった。いつだって窓際の一番端の席に座っているので覚えていた。

こんなふうに関わり合いを持つことになるとは夢にも思っていなかった。冷たいアイスティーを頭から被るというのは、彼女にとっては不運だったと思うが、こちらとしてはそうでもない。百花と親しくなるきっかけになった。

沙祈は湯船の中で足を組み替える。

――百花ちゃんと話したいな。

明日は「一緒に風呂に入ろう」と誘ってみようか。

――温泉でもないのにそれはないかぁ……。

そう思い至って落胆する。

百花ともっと話したい。話をしていると癒やされる。百花は実直で愛らしい。これほどまでにだれかと一緒にいたいと思ったことはいままでになかった。

――もう上がろう。

風呂を出てリビングへ行く。百花はソファでテレビを見ていた。

「お待たせ、お風呂いいよ」

「はい」

緩く笑みを浮かべてこちらを見上げる百花に、つい魅入ってしまう。出会ったばかりの頃の百花に笑顔はそう多くなかった。ところがごく最近、彼女はよくこういう笑みを見せてくれるようになった。花が咲いたような笑顔を、いつまでも見ていたくなる。

――あれ……私、ちょっと長風呂しすぎたかな？

胸がドクドクとうるさく鳴るのはなぜだろう。




ヘアサロンに併設しているカフェの開店まであと五日となった。ヘアサロンの客たちも、カフェがオープンするのが待ち遠しいらしく、「カフェはいつ開くの？」と客からたびたび聞かれる。

百花はいのりとともに開店準備をしている。カフェの厨房でメニューの打合せや試作をしているようだった。

ある日、自宅に休憩に戻ったときだった。百花が「六原さん」ではなく「いのりさん」と呼んでいるのを耳にする。

――この何日かでふたりはすごく仲良くなったみたい。

共同経営者として、従業員との関係が良好なのは喜ばしいことのはずなのに、どういうわけか素直に喜べない。

百花に対しては経験したことのない感情ばかり抱く。その感情の正体は、沙祈にはわからなかった。

ヘアサロンでの仕事を終えて夕食をとりながら沙祈は百花に話しかける。

「カフェもいよいよ明日オープンだね」

すると百花は晴れやかな顔で「はいっ」と答えた。

「いのりさんとは……うまくやっていけそう？」

百花は満面の笑みを浮かべて大きく頷く。

「すごく丁寧になんでも教えてくださるので、助かってます」

胸の奥が、小さな針で刺したようにちくちくと痛む。

「……私は、おおざっぱだからね」

ついぼそりと、卑屈な発言をしてしまう。

「そんなことないですよ」

すぐに否定してくれたことが嬉しいのに、それを態度に表せない。沙祈は「そうかな……」と呟いて目を伏せる。

「お仕事でなにかあったんですか？」

心配そうに顔を覗き込まれた。沙祈はゆるゆると首を振る。

――百花ちゃんに心配かけて……なにやってんの、私。

年上らしくしっかりとした振る舞いをしたい。無用な心配なんてかけたくないと思うのに、心のどこかでは百花に気にかけてもらえて喜んでいる。そんな矛盾した自分が嫌になってくる。

――とにかく、カフェは明日オープンなんだから。暗い顔してちゃだめ。

自身を鼓舞して、沙祈はほほえみを浮かべる。

「ほんとになんでもないよ。ごめんね、変なこと言って」

「いえ……」

それでもまだ百花は心配そうにしていた。胸が、小さく締めつけられた。




ヘアサロンの開店から一週間が経った。客入りは上々だ。以前務めていた店からの客がほとんどだが、新規客も少しずつ増えている。

そして今日は隣のカフェもオープンする。百花はというと、朝から少し緊張しているようだった。いつもより言葉数が少なかった。

百花は私服の上に、白をベースに縁にはフリルレースがあしらわれたエプロンを着ていた。清純で可愛らしい。百花によく似合っている。

――それにしてもいいなぁ、いのりさん。百花ちゃんとおそろいのエプロン着て。

どうしてこんなにも羨ましいのだろう。

百花は菓子作りに邁進しているようすだ。昼からは店に出てきて接客もしている。

――百花ちゃん、やっぱり緊張してるみたい。

あたふたと接客している百花をガラス越しに盗み見る。これまでに接客業のアルバイト経験もないようだから、百花にとってはとても大変なことに違いないのに、そうして懸命な姿が可愛らしく思えて仕方がなかった。

――っと、いけない。仕事中なんだから。

仕事中に雑念を抱いてはいけない。ましてヘアサロンだってまだオープンして間もないのだ。何事も最初は肝心だし、長く続けていきたいから手は絶対に抜かない。

「お隣のカフェ、今日オープンしたんですよ」

映奈が宣伝すると、ほとんどの客が隣のカフェへと流れていった。

翌日以降も、カフェへ行く客は後を絶たなかった。ヘアサロンで施術を受けるとどうもお腹が空くらしい。ほとんどの客がカフェに寄って帰っていくし、予約なしの客はカフェで時間を潰してからヘアサロンへ来ることもあった。

カフェのオープンから三日が経ったが、百花といのりのふたりだけでは早くも手がまわっていないようすだ。きっと早々にアルバイトを募集することになるだろう。

――あ……また、楽しそうになにか話してる。

カフェの客が引く時間帯には百花といのりがふたりで談笑していることがよくある。それをガラス越しに見るたびに、モヤモヤとしたなにかが自分の中で大きくなっていった。

「ねえ、いのりさん。私、ここでお昼を食べてもいいですか？　十五分くらいで食べ終わると思うから」

昼過ぎ、沙祈はカフェの厨房の片隅に設けられている、従業員用の休憩スペースへ行っていのりに尋ねた。

「もちろんいいわよ。どうぞごゆっくり」といのりが答えると、そばにいた百花がほほえんで「お疲れ様です」と声をかけてくれた。

沙祈もまたふたりに「お疲れ様です」と言葉を返して、休憩スペースのテーブルに昼食のサンドイッチを置いて食べはじめる。すると百花が紅茶を淹れてくれた。

ヘアサロンからは、自宅のダイニングよりもこの休憩スペースのほうが距離的に遠い。それでも沙祈はここで昼食をとりたかった。

――だってひとりで食べるのは寂しいし。

これまでは実家暮らしで常にだれかと一緒だったので、ひとりでの食事には慣れていない。それで、百花といのりがいるこの厨房で昼食をとりたいのだ、と沙祈は自分自身に説明した。

「百花ちゃん、あれってどこだっけ」

「ああ、あれは戸棚のいちばん奥です」

「そっか、そうだったわね」

百花といのりのやりとりを眺めながらサンドイッチを頬張る。

――『あれ』ってなんだろう。

そんな抽象的な言葉だけでわかりあっているふたりを、沙祈は眉根を寄せて見つめていた。

「どうされたんですか？」と百花に問われた沙祈は目を丸くする。

「えっ？」

「なんだか険しい顔をされてたので」

「そ、そう？」

――私ったら……顔に出てた？　ていうか、なんで……。

ふたりが仲睦まじげにしているのが気に食わない。

――百花ちゃんを盗られちゃったみたいだから？

いのりとのほうが付き合いは長いというのに、自分が百花にばかり執着していることに気がついて驚く。

――私、姉妹とかいなかったから……そんなふうに思うのかも。

百花に対して妹のような、肉親に抱く感情を持っているのかもしれない。

――だって百花ちゃん、すごくいい子だから。

なおも沙祈は百花のようすを窺った。一所懸命に忙しなく働いている。その姿はどれだけ見ていても飽きない。

「沙祈さん？　そろそろお仕事の時間じゃないですか？」

百花に言われて壁掛け時計を見れば、休憩時間終了まであと一分を切っていた。ここでぼんやりしていてはヘアサロンの客を待たせてしまうところだ。

「あっ……そ、そうだね。ありがとう、忙しいのに声をかけてくれて」

「いえ、とんでもないです」

百花がほほえむ。もっと話がしたいという気持ちを必死に押し込めて、沙祈は仕事場へと戻った。




ヘアサロンはカフェよりも三十分早く店を閉める。その頃にカフェではオーダーストップとなる。

その日最後の客は従妹の四ノ宮しのみや美鈴だった。髪のカラーリングとカットを終えると、美鈴は「カフェのほうにも寄っていこ～」と言いながらカフェへ続く自動ドアを潜ろうとした。

「でももうすぐオーダーストップよ。それからお酒は扱ってないからね」

「ふつうにコーヒー飲むだけだよ。早く注文しようっと」

そんな美鈴のうしろ姿を黙って見送る。カフェの客はこの時間なのでまばらだった。

沙祈はヘアサロンの扉を『ＣＬＯＳＥＤ』に変えて後片付けをする。美鈴は百花になにやら話しかけている。

――まったく……どの顔でなにを話してるんだか。

百花がアパートを出たのは少なからず美鈴のせいだ。いや、そう提案したのはほかでもない自分だが、美鈴が原因なのは間違いない。

沙祈はふつふつと込み上げてくる憤りを、ヘアサロンの鏡を念入りに磨き上げることで晴らした。

美鈴はそれからたびたびカフェに足を運んでくるようになった。閉店前の空いている時間にカフェへ来ては、百花にちょっかいを出している。「百花ちゃんの邪魔になるから」と注意しても、従妹は聞く耳を持たない。もともと彼女は人の話や忠告を素直に聞かない。どうしたものかと思う。

ヘアサロンとカフェの店休日は月曜日だ。したがって日曜の閉店後は、ヘアサロンとカフェで働く面々で集まって一息つくことが多くなった。

アシスタントである映奈、カフェオーナーのいのりとその従業員の百花がカフェにいるのはわかる。ところが美鈴もいる。閉店後も居座って映奈や百花と話をしている。

――ほんっと、美鈴ってすっごい人たらし！

美鈴はだれとでもすぐに仲良くなってしまう。部外者の美鈴がカフェに居座っていてもだれも気にしない。

――気になってるのは私だけ、か……。

いのりだけでなく美鈴も、百花とずいぶん親しくなっているような気がする。

「美鈴、そろそろ帰ったら？　送ってあげる」

カフェで一時間ほど、皆でたわいのない話をしていた。あたりはもうすっかり暗くなっている。

「はーい」と、美鈴は珍しく素直に返事をした。

沙祈は美鈴をワゴンの助手席に乗せてアパートへ向かう。

「ねえ、美鈴。百花ちゃんにあんまりちょっかいかけないで」

「なんで？　ていうか、ちょっかいなんて出してるっけ」

いかにも「思い当たる節がない」という具合に美鈴は首を傾げている。

「美鈴は百花ちゃんを困らせすぎ。百花ちゃんが引っ越しすることになったのだって、もとはといえば……」

いや、そのことには少し感謝もしている。そう思い至ってしまったせいで、強くは責められなかった。

「とにかく！　百花ちゃんには手、出さないでね」

「え～？　なんで沙祈姉にそんなこと言われなきゃいけないの？　沙祈姉って百花ちゃんの保護者だっけ」

沙祈は前を向いてハンドルを握ったまま唇を尖らせる。返す言葉が見つからない。

「私だって無理やりはしないよ？　ぜ～んぶ合意の上だもん。だから、手を出さないで……なんて言われても、私にはどうしようもないよ」

「……」

言葉に詰まる。美鈴のまわりにはそういう女性が集まってくる。いずれも美鈴から誘っているわけではなく、誘われていることのほうが多いのだということも知っていた。

――百花ちゃんまで美鈴を好きになっちゃったらどうしよう。

そう考えたあとで「なにがいけないのだ」と自分自身が囁く。だれを好きになろうと百花の自由だ。

――そういえば、百花ちゃんいままでに恋人とかいたのかな？

そういう話はしないのでわからない。気になりはじめる。

沙祈は美鈴をアパートに送ると、寄り道はせずすぐに帰宅した。

「おかえりなさい、沙祈さん」

柔らかな笑顔で迎えられると、きゅうっとなにかを締めつけられ、無性に抱きしめたくなる。だが突然、そんなことをしては不審がられるかもしれない。「拒絶されたら」と思うととたんに恐ろしくなる。百花には嫌われたくない。

――それに、唐突に「いままで恋人いたの？」なんて……聞きづらい。

気にはなるが、機をみて尋ねよう。同居人である百花と良好な関係を築くには忍耐力も必要だ。

翌日、百花はキッチンでカフェメニューの試作をしているようだった。邪魔になってはいけないので、歩いてひとりで買い物へと出る。歩くことにしたのは、体を動かせばもっと心が広くなるのではないかと思ってのことだ。

このところ、いのりや美鈴にやきもちをやいている自覚はある。自分は百花の同居人であって、それ以上でもそれ以下でもないというのに。

――あ、桜だ。

薄桃色を見ていると百花の唇が頭に浮かんだ。ふだんから化粧気のない百花だから、唇のもとの色――鮮やかな薄桃色――がすぐに思いだせる。

沙祈は行きつけの化粧品店に入った。まめに通うことで新商品をチェックしている。春ということもあり、桜を思わせる新商品がずらりと並んでいた。

――あ、これ……百花ちゃんに似合いそう。

コーラルピンクのリップクリームを衝動買いして店を出る。

――毎日美味しいご飯をありがとう、って言って渡そう。

うきうきとした気持ちで家路を急ぐ。いつもならもう何軒か店をまわるのだが、いまは早く百花の顔が見たくて仕方がなかった。百花にリップクリームをプレゼントして、あわよくばその場で唇に塗ってもらって、彼女に似合うということをこの目で見たい。そう思うと気が逸り、自然と歩調が速くなる。

――なんか私、百花ちゃんのことばっかり考えてるかも？

いや、いつも頑張っている同居人のことを考えてなにが悪いのだ。

家に着くと、百花は菓子作りが一段落したところらしく、リビングでテレビを見ていた。プレゼントを渡すにはちょうどよい。

「おかえりなさい、沙祈さん」

「ただいま」と返しながら、紙袋を手渡す。

「百花ちゃん、いつも本当にありがとう。これ、ささやかだけど私から」

「えっ!?」

百花は驚きに目を見開きながら、おずおずと紙袋を開けた。

「リップクリーム……ですか？」

「うん」

「私がいただいてしまっていいんですか？」

「うん。店で見つけて……百花ちゃんに似合うって思って、買ってきちゃった」

「あ、ありがとうございます。すみません、私はなにも用意してなくて」

「気にしないで？　勝手に買ってきちゃったのは私なんだから。よかったら、さっそく使ってみてくれない？」

百花ははにかんだ笑みを見せながら「はい」と言い、リビングの棚に置いていた手鏡を見ながら唇にリップクリームを塗っていく。

「……うん、思ったとおり。すっごく似合ってる！」

すると百花は頬を薔薇色に染めて、ひどく照れたようすで「ありがとうございます」と言った。

――百花ちゃんの柔らかそうな唇が、もっといい色になった。

そこに唇で触れたいと思ってしまったことには蓋をして、沙祈はほほえんだ。













第五章　お風呂でいちゃいちゃするなんて心臓がもちません




未明に起床した百花は洗面台で顔を洗ったあと、私室に戻って化粧をする。化粧といっても、瞼にアイシャドウを塗って眉を少し書き足し、色のないリップクリームを塗る程度だったが、今日は違う。

コーラルピンクのリップクリームは保湿力があって、それでいて発色がよい。地味な顔も明るくなる。

――このリップの色……ほんと、私にすっごく似合ってる。

自分で自分を褒めているようでどうかと思うが、これをくれたのは沙祈だ。

――沙祈さんって私のこと、よく見てくれてるのかも……。

そうでなければ似合う色など贈れないはずだ。百花は頬が熱くなってくるのを感じながら椅子から立ち、カフェのキッチンへ向かった。

ヘアサロンとカフェがオープンして一ヶ月、晩春を迎える。夏はもう目前だ。

カフェではタブレット端末で雑誌を読み放題だ。くわえて、いのりの私物の小説や漫画を置くなどしてのんびり過ごせるようになっている。

振る舞っているメニューはそれほど多くないが、サンドイッチを食べて本を読み、三時頃にケーキとコーヒーを注文するという客が多い。

かつての隣人である美鈴は大学の講義が終わるとやってくる。彼女は毎回といっていいほど、一緒に来る女性が異なる。

――もしかして連れてくる人みんなと『そういうこと』してるのかな？

気にはなったが訊けるはずもない。

――美鈴さんに比べたら、私って友達が少ない。

友人と呼べる存在は片手で数えられるほどだ。それも、専門学校を卒業してからは皆が忙しいようで、連絡すら取っていない。

――あ、でも麻衣紗まいさちゃんからはつい最近メッセージが来たっけ。

幼なじみの、ひとつ年下の女の子の麻衣紗とは同じ専門学校に通っていた。彼女の卒業は一年先だ。

麻衣紗に「就職先はどうなったのか」と訊かれた百花は、カフェでパティシエとして働くことになったとメッセージを返した。すると麻衣紗からは「カフェに行ってみたい」と返事がきた。もしかしたらそのうち本当にやってくるかもしれない。




「あのね、求人を出そうと思うの」

カフェの閉店後、カウンターでトン、トンと書類を揃えながらいのりが言った。百花はモップを手に持ったまま「求人ですか？」と尋ね返す。

「ええ。いま百花ちゃんにやってもらっているお掃除や接客をメインにアルバイトを募集しようと思って」

カフェが盛況なのはよいことだが、いのりとふたりだけでは手が回らず客を待たせてしまうことが多々ある。

「明日にでもインターネット上と、それからこのお店にもアルバイト募集の貼り紙をしておくわね。もしかしたら問い合せの電話があるかもしれないから、私が出られないときは申し訳ないのだけれど百花ちゃんが応対してくれる？」

「わかりました」

「ただでさえ百花ちゃんにはいろいろしてもらってるのに、本当にごめんね。早くいい人が見つかるといいのだけれど」

「そうですね……」

アルバイトが見つかるまでとはいえ、求人を出すということはその対応も加わるわけで、ますます忙しくなるのは間違いない。いのりはますます多忙を極めるのではないだろうか。彼女には家庭もある。三歳の子どもはきっとまだ手がかかる。

「あのっ、私は余力がありますから、ご無理なさらないでなんでもおっしゃってくださいね！」

百花が言うと、いのりは嬉しそうに「ありがとう」と言った。




日曜日の夕方。思っていたとおり幼なじみの三沢麻衣紗がやってきた。

「へへ、来ちゃった」

麻衣紗には「何時ごろなら人が少ないか」と聞かれていた。平日以外でいちばん客入りが少ないのは日曜の夕方だ。

「いらっしゃい、麻衣紗」

百花が言うと、麻衣紗は嬉しそうに笑ってカウンターの端に座り、店内を見まわした。

「素敵なカフェだね。ええとね、これと……これと、それからこれも。くださ～い」

麻衣紗は全種類のケーキと紅茶を注文した。

「相変わらずよく食べるね」

幼なじみは大の甘党で、よく食べる。それでいて体は細いので不思議だ。

ケーキをぺろりと平らげたあと、麻衣紗はふと壁を見た。

「あれっ、アルバイト募集してるの!?　じゃあ私、ここで働きたい！」

「それじゃあ、いのりさんに……このカフェのオーナーに面接してもらえるか聞いてみるから、ちょっと待ってて」

「はーい！」

百花は、厨房でコーヒーを淹れていたいのりのもとへ急ぐ。

「あの、いのりさん。いまカウンター席の端に座ってる子、私の友達なんですけど、ここでアルバイトがしたいと言っているので面接してもらえますか？　年齢は私より一つ年下で、私が通っていたのと同じ専門学校に在学中です」

「まあ、そうなの!?　じゃあさっそく今日、カフェの閉店後にどうかしら」

「では友達の都合を聞いてきます」

カウンター席へと戻って麻衣紗にこれからのことを相談する。

「今日このあと、カフェの閉店後に面接でも大丈夫？」

「もちろん、大丈夫！」

その三十分後、カフェが閉店するとさっそくいのりは麻衣紗とテーブルを囲んだ。面接というよりも、勤務条件の確認をしているようだった。

その日のうちに、麻衣紗がアルバイトに来るということで話がまとまる。

麻衣紗は来週から、平日の夕方と土日にアルバイトをする。履歴書は初勤務のときに持ってくるそうだ。

麻衣紗が帰ったあと、いのりは安堵したようすで胸を撫で下ろした。

「よかったわ、こんなに早く見つかるなんて。百花ちゃん、紹介してくれて本当にありがとう！」

紹介したつもりはなくたまたまなのだが、結果的にはそうなる。

「麻衣紗はアルバイト経験がないので、ご迷惑をおかけすることもあるかもしれませんがよろしくお願いします。私も、まだまだなので頑張ります」

本当なら「私が麻衣紗を指導するのでお任せください」と言えればよいのだが、なにぶん自分もまだカフェで働きだして一ヶ月だ。他人に教えるほど、カフェでの接客を心得ていない。百花自身もいのりに教えてもらうことがまだまだある。

いのりは百花のそんな謙虚さと、他人のことであっても頭を下げる真摯さがわかっているのか「百花ちゃんたら本当にいい子なんだから」と言って笑った。

その後、百花はカフェから内扉を通って家へ帰った。

「お疲れ様、百花ちゃん」

「沙祈さんも、お疲れ様です。すぐご飯の準備をしますね」

キッチンに立ち、夕食を作りはじめる。そのあいだ沙祈は風呂の掃除をしたり洗濯物をたたんだりしているのだが、今日はもうそれを終えているようだった。いっぽう百花は麻衣紗の面接を見守っていたので、ふだんより三十分ほど遅れている。

「お料理、私も手伝おうか？」

「いえ、沙祈さんはゆっくりされててください」

それでも沙祈はキッチンから出ていかない。カウンターにもたれかかってこちらを見ている。

「……ねえ、今日カフェに来てた子って百花ちゃんの知り合い？」

「はい、幼なじみです。来週からカフェでアルバイトすることになりました」

「ああやっぱり、いのりさんは面接をしてたんだね。……百花ちゃんが紹介したの？」

「そういうわけじゃないです。たまたま麻衣紗がカフェに遊びにきて、アルバイト募集の貼り紙を見たら『カフェで働きたい』って言ったので」

「……そっか」

沙祈はどことなく沈んでいるように見えた。仕事でなにかあったのだろうか。

「あの、どうかされました？」

「えっ？」

それまで俯いていた沙祈だが、百花と目が合うと曖昧に笑った。

「ううん、なんでもないよ。新しく働きに来てくれる人が決まってよかったね」

「はい」

麻衣紗がカフェで働いてくれれば、いまよりは客を待たせずに済むだろう。

「そうそう、明日は楽しみだね」

「なにがですか？」

「ヘアサロンとカフェのオープン記念祝賀会！」

ことさら明るい調子で沙祈が言った。

「あっ……そ、そうでしたね」

「やだ、もしかして忘れてた？」

百花はぎくりとして肩を弾ませる。ヘアサロンとカフェの開店を祝う会を明日、ごく内輪で開催しようということで決まっていた。それなのに、このところ輪をかけて忙しかったせいでスケジュール帳を開く暇がなく、すっかり忘れていた。

百花は「すみません」と平謝りする。

「んん、そんな謝るほどのことじゃないけど……百花ちゃんがこの調子じゃ、いのりさんも忘れてそう。連絡しとこっと」

沙祈はスマートフォンを弄りはじめる。間もなくして、「やっぱりいのりさんも忘れてた！」と嘆く沙祈を見て百花は声もなく苦笑した。




月曜日。沙祈の家のリビングで祝賀会――小規模なのでたんなる飲み会ともいえる――が催された。料理はいのりとふたりで手分けして作った。沙祈は酒を、映奈はジュースを差し入れしてくれた。

沙祈は、昼間から酒を飲むことができて幸せそうだが、皆がいるからかいつもほどのペースではない。今日はどちらかというと酒よりも話に花を咲かせているようだった。

沙祈といのり、そして映奈は今後のヘアサロンとカフェの方針についてなど、小難しい話をしている。百花はそれをふむふむと聞くばかりだ。

「……と思うんだけど、百花ちゃんはどう？」

「そうですね。すごくいいと思います」

「やっぱり!?　よかった～」

そうして沙祈が話しかけてくれるので疎外感はないが、いのりや映奈ほど自分の考えがしっかりとまとまっているわけではないので相槌を打つだけだ。もちろん心からの同意には違いないが、気の利いたことが言えない。

昼から始めた祝賀会だったが、時間は飛ぶように過ぎてあっという間に夜になった。

「もう、沙祈さんたら喋るだけ喋って」

ソファで眠る沙祈を見て映奈が呆れたように言った。

「いつものことよ。さ、みんなで片付けちゃいましょう」

いのりと映奈が後片付けを手伝ってくれたのですぐに済んだ。

「いのりさん、映奈さん、おやすみなさい」

玄関先でタクシーに乗るふたりを見送ったあと、リビングへ戻る。

――沙祈さん、もう起きそうにないかな？

毛布をかけているので風邪は引かないと思うがやはり、ベッドで寝るに越したことはない。

風呂の湯を沸かしたあと、百花はソファで眠る彼女に「沙祈さん」と小さな声で呼びかけた。すると沙祈はすぐに目を覚ました。

「あれ……みんなは？」

「みなさんさっきお帰りになりました」

「そっか……もうこんな時間……」

「お風呂の準備できてるんですけど、どうされます？」

「んん……じゃあ一緒に入ろ？」

「……えっ？」

「ね、百花ちゃん」

背中をぐいぐいと押され、なかば強引に風呂へと歩かされる。沙祈はきっとまだ酔いが覚めていないからそんなことを言っているのだ。ひとりで入浴するのは危ないかもしれない。

――そう、私は付き添い。べつに沙祈さんの裸が見たくて一緒に入るわけじゃ……ないんだから。

自分に言い聞かせて、納得させる。いや、正当化しようとしているのだろうか。

――女同士なんだし、一緒にお風呂に入るくらい……普通だよ、普通。

脱衣所に着くと、沙祈はさっそく服を脱ぎはじめた。

――でも一緒にお風呂に入るからって、じろじろ見ちゃだめだよね。

そうわかっていても、どうしても沙祈のほうへと視線が移ろう。ちらりと見ると、ちょうど沙祈がニットシャツを頭から脱ぐところだった。

服を脱いだ拍子に沙祈の大きな胸がふるんと上下によく弾む。ブラジャーをしていてもそうなのだ。本当に豊満だ。

沙祈は背中に腕をまわして、黒いブラジャーのホックを外す。

締めつけられていたふたつの膨らみが自由になる。ブラジャーを外してもそれほど下がらない。手にはとても収まりそうにないほど大きいのに垂れ下がるようなことはなく、張りがあって美しい。

薄桃色の先端はそれほど尖っていない。乳輪は自分のものと比べると少し大きいような気がする。そもそも自分とは胸の大きさが違うので、当たり前といえばまあそうだ。

沙祈は履いていたＧパンも、勢いよく脱いでいく。ブラジャーと揃いの、透け感のある黒いレースのショーツが顔を出した。沙祈は大きな乳房をふるふると揺らしながらショーツの端に指をかけ、引き下ろしていく。

その秘めやかな箇所を見てはいけないような背徳感に襲われ、目を背ける。ずっと見ていたいという気持ちが湧き起こったのはきっとなにかの間違いだ。

「先に入ってるよ？」

百花はまだ服を脱いでいなかった。「は、はい」と上ずった声で返事をする。

それから、脱衣所でひとりのろのろと服を脱いだ。

――本当にいいのかな……一緒にお風呂、なんて。

なにか取り返しのつかないことになってしまいそうで怖い。迷いながらも裸になり、浴室への扉を開ける。

沙祈はすでに湯船に浸かっていた。浴槽は広いので、女性がふたりで浸かっても狭くはならない。

沙祈に背を向け、かかり湯をして湯船へ入る。

胸がどきどきとうるさいのは、早くも湯気にあてられてしまったせいなのだろうか。

沙祈の真正面、浴槽の端に背中をくっつけて膝を抱える。ずっと下を向いていた百花だが、沙祈がなにも言わないのが気になって視線を上向ける。

沙祈の豊満な胸が湯に浮かんでいる。沙祈が浴槽の端に後頭部と背を預けて仰け反るような体勢なのでよけいに胸が際立って、ぷかぷかと浮いているように見える。

――すごい……胸が大きいと、こんなふうに浮かぶんだ。

沙祈が目を瞑って天を仰いでいるのをいいことにまじまじと見る。自分の貧乳ではこのような状態にはなったことがない。小ぢんまりとした胸はいつも体にぴたりと添っていて、水の浮力になんか少しも負けない。いや、たいして誇らしくもない。

湯の中で揺らめく乳房を見ていると、なんだか妙な気分になってくる。

――私、なに考えてるの!?

こんなことではだめだ。ぎゅっと目を閉じて下を向く。

ふと、沙祈は先ほどからまったく喋らないが、大丈夫だろうかと心配になってきた。

「あの、沙祈さん？」

「ん～？」

すぐに返事があったので、酩酊して気を失ってしまったわけではないとわかり安心する。

「いえ、寝ていらっしゃるかと思ってしまって」

「起きてるよ」

そうして沙祈は天井を見るのをやめて前を向く。すると必然的に、沙祈の目に自分の裸体が晒されるわけで。湯に浸かっているとはいえ恥ずかしい。

百花は背を丸め、胸を隠すようにいっそう強く膝を抱えた。

「体はもう温まった？」

こくりと頷く。湯船に浸かる前からずっと体は熱かった。いまだって、沙祈に見つめられているせいか胸がドクドクと高鳴り、とてつもなく熱い。もはや「温まった」どころではない。

「じゃあ、髪の毛……洗ってあげよっか」

その声で上を向けば、沙祈は穏やかにほほえんでいた。瞳が少し潤んでいるのは酒が入っているせいだろう。

「あ……えっと……はい」

断ればよいものを、沙祈のほほえみがあまりにきれいだったのでつい頷いてしまう。

「じゃあこっち」

浴槽から出て、風呂椅子に座らされる。浴室にはもとから椅子がふたつあった。沙祈はもうひとつの椅子に腰かけて百花の背後に陣取る。

シャワーの湯で髪を濡らされる。ただそれだけのことだというのに、自分でやるのとは大きく感覚が異なるのはなぜだろう。

裸の状態で、裸の沙祈が後ろにいることを強く意識してしまう。触れ合っているわけではないのに、背中がくすぐったい。

沙祈はシャワーヘッドを手に取り、慣れた手つきで百花の黒髪を濡らしてシャンプーで泡立てる。

――気持ちいい。

初めて会った日、ヘアサロンで髪を洗ってもらったときだって気持ちがよかった。だがいまはそれ以上だ。地肌に沙祈の指が触れるたびに手足の先を小さくくすぐられているような心地になる。性的な快感を伴っているからそんなふうに感じるのだと、百花に自覚はない。

「流すね」

沙祈がヘアサロンで客に向き合っているときとは明らかに異なる口調に、どうしてかどきりとする。そこに他人行儀さはなく、ごく親しい間柄だと言われているようだ。

こんなふうに髪を洗われるのはきっと自分だけ。そう思うと優越感のようなものがふつふつと湧き上がってくる。

――私は、沙祈さんにとって特別なんじゃないかって……。

思い上がりだろうか。「私は沙祈さんの特別ですか？」と尋ねられればどれだけ楽になるだろう。

確かめたい気持ちはあるが、否定されたときのことを想像すると早くも心が折れそうになる。

それならばいっそあやふやなまま、愉しめばよいではないかと悪魔のごとき囁きが聞こえた。

「体も洗ってあげるね」

「はい……」

上の空で返事をしたあとで百花は「へぁっ!?」と頓狂な声を上げる。

「い、いえ、体は……」

「……嫌？」

曇り止めが施された鏡越しに沙祈と目が合う。彼女の両手にはすでにボディソープが泡立てられていた。

「でもあの、そこまでしてもらうのは……さすがに……ええと」

「いいじゃない。……したいの、私が」

――ああ、だめだ。心臓が壊れてしまう。

これほど脈が速くなったことがいままでの人生であっただろうか。それほど、心臓は早鐘を打っていた。

――沙祈さんはいま酔ってるんだし。明日にはきっと……忘れてる。だったら甘えてもいいよね？　今夜かぎりのことなんだから……。

百花が「んん」と唸りながら首を縦に振ると、鏡の中の沙祈がほほえんだ。

たっぷりの泡を両肩に載せられる。

「……っ」

肩に泡を塗りつけられただけだ。

――なんでもない場所なのに……どうして？

甘く疼くような感覚に見舞われ、なにもかもがむずがゆくなってくる。

沙祈の両手はひどく緩慢に腕のほうへと滑り落ちていく。これでは体を洗われているというよりも撫でられているというほうが正しい。

「ぅ……ふ、っ」

百花は慌てて下を向き、必死に唇を噛む。ここで妙な声を漏らしていては変に思われる。沙祈はいま酔っているとはいえ、痴態は見られたくない。

「どうしたの？」

耳に息を吹き込むようにして問われる。

「な、なんでも……ない、です……」

絶え絶えに言うのがやっとだった。だがきっとそんな言い方になってしまうのも、おかしい。腕を撫でられただけでも平常心ではいられないのだと言っているようなものだ。

「そう……」

沙祈の柔らかな両手が腰に触れる。思わず飛び上がりそうになったが、ぐっと堪えた。

「あ、ゎ、脇腹は……いい、です」

そこはだれだってくすぐったくなる。きっと万人が、他人に触れられては困る箇所だ。そんなことを考えながら自身の言い分を肯定していた。

「いいの？　じゃあ念入りに洗うね」

「えっ!?」

「けっこうです」の意味で言った「いい」という言葉が曲解されてしまった。

「ち、ちが……うぅ、あっ」

訂正するよりも早く沙祈が脇腹を撫で上げる。ぞくぞくぞくっとなにかが駆け上がってきて、胸の先まで過敏にする。もとよりそこは、肩に触れられた時点で勃ち上がりを見せていた。

「あれ……乳首が尖っちゃったね」

面白そうに言いながら、沙祈は肩越しに百花の乳頭を観察する。

「ゃ、見ないで……くださ、ぃ……あ、あぁ……っ」

直接そこに触れられてもいないのにすっかり尖ってしまった自身の乳首を見下ろすとよけいに羞恥心を煽られた。

せめて見ないでほしいのに、沙祈は百花の言葉を無視して食い入るように胸を見つめる。

「こんなに尖ってるんだもの。刺激にならないように優しく洗ってあげるね」

肌をなぞり、双乳へと伸びていく細い指。膨らみに近づくにつれ下腹部の脈動が主張を強くする。

「んぁっ……う、やぁ……」

乳房の端を、ぬるついた指先でつつかれる。

そのままどんどん中央へと進み、薄桃色の際までやってくると、先ほどの宣言どおり沙祈はいやに優しくそこを擦り立てはじめた。羽根で撫でつけるような、微細なものだ。そんなふうにされると、いっそもっと刺激してほしいと希ってしまう。

「あぁ、あっ……ふぅう」

みっともない声を上げながら身を捩り、鏡越しに沙祈を見る。沙祈は頬を紅潮させて口の端を上げていた。やけに愉しそうだ。

彼女の指はなかなか乳首に触れてくれない。

「沙祈、さんっ……！」

自分でも、自分がなにをしているのか理解できなかった。ただひたすらもどかしくて、早く触れてほしくて、沙祈の手首を掴んで無理やり乳頭に触れさせる。

沙祈はわずかに目を見開きながらも、取り乱すようなことはなくさらに笑みを深めた。

「そうだよね、乳首もきちんと洗わなくちゃ」

もっともらしい口ぶりで薄桃色の頂点を指先で擦る。

「あっ、ぁっ……あん、あぁぅっ！」

百花は理性の箍が外れたように、ひっきりなしに高い声を漏らして喘ぐ。

ぬるぬるとした指が乳頭を擦るたびに官能を引きだして全身を快く疼かせる。快感以外のなにものでもない。

「ぁん、きもちぃっ……あぁっ、ふあぁあっ！」

理性も体裁もすべてかなぐり捨てて、ただひたすら快楽に従順になって嬌声を上げる。

「喘いでる百花ちゃん、すっごくいい」

嘆息しながらそう言葉を紡ぎ、沙祈はいっそうはげしく指を動かす。力をこめてそうしているせいか、あるいは沙祈が身を乗りだしたらしい。沙祈の豊満な乳房が背中に当たるのを感じ、「ひぁあっ！」と大声を上げる。

「んん……？」

沙祈には胸を百花の背中に押しつけている自覚がないのか、唸りながら首を傾げた。それでもなお指では百花の乳首を根元からつまんで扱き上げる。

「はぅ、うぅうっ」

沙祈の乳房もぬめりけを帯びているのは、百花の肩についていた泡が背のほうにも流れたからだ。

柔らかく豊かな膨らみが肌を擦る感触が、えもいわれぬ享楽をもたらす。体を揺すっているのが自分なのか沙祈なのか、わからなくなってくる。

百花は腹部が上下するほど荒く呼吸しながら背を仰け反らせる。

不意に、鏡に映った沙祈の顔を見た。眉根を寄せて口を半開きにしている。普段は決して見ない表情だ。

――もしかして沙祈さんも、気持ちいいの？

百花の背中に乳首を擦りつけて愉しんでいるのかもしれない。そう思うと、どういうわけかますます快感が増す。

もうこれ以上ないというくらいに乳首を捻りまわされる。指の腹で強く擦り潰されても痛みはなく、快感が膨れ上がるばかりだった。

「沙祈さんっ……あ、あぅっ、んあぁぁあぁあっ……!!」

下腹部を中心にどくん、どくんっと脈打ち、快い波が全身に広がる。

ふたりの吐息が浴室内にこだまする。目を開けていられないくらいの官能的な雰囲気に包まれている。

沙祈は百花にしながれかかったまま動かない。百花が絶頂に達したことで満足しているようだった。

互いになにも話さずに時間が過ぎる。百花にとってはこの沈黙が、異様なまでに羞恥心を刺激し、いたたまれなくさせる。

「わ、私……もっと大人になりたいです」

沈黙に耐えかねて、思いついたことを口にした。沙祈は百花に抱きついたまま「どうして？」と尋ねる。

「自分の意見や気持ちを……はっきり、言えるような人に……」

祝賀会でだってほとんど発言できなかった。まだまだ子どもだと実感させられる。

「……そっか。でも私はそのままの百花ちゃんもいいと思うよ。大人になったからって、はっきり気持ちが言えるとは限らないしね。自分で、自分の気持ちがわからなくて……悩んでる」

それは他人事のような口ぶりではない。沙祈もそうなのだろうか。

「百花ちゃんって……いままで、恋人とか……いた？」

「いません、ひとりも」

即答すると、鏡に映った沙祈が安堵したように笑う。

「そういう沙祈さんは？」

「いたこともあったけど……そんな、深い関係にはならなかった」

沙祈の言う「深い関係」とは具体的にどういうものだろう。

――やっぱり、体の……？

あるいは心の面を言っているのだろうか。

「深いって、その……ええと」

「身も心も、だよ。恋人には気を許せなかったっていうか……なんか、一緒にいて『違うかな』って思うことが多くて、長続きしなかったの」

「そう、ですか」

それを聞いて安心した自分がいる。しかし次の瞬間には別の不安がよぎった。

――じゃあ私のことは？

『違う』と思うことがあるのだろうか。いや、そもそも自分は沙祈の恋人ではなく同居人だ。

――でも……沙祈さんは、私にとってもうただの同居人じゃ、ない。




翌朝、百花はいつもどおりの時間に起きて朝食の準備をした。今日からまたふたりとも仕事だ。のんびりとはしていられない。

――沙祈さんは昨夜のことはきっと忘れている。だから普段どおりにしてなくちゃ。

リビングへとやってきた沙祈に百花は「おはようございます」と普段どおり声をかけた。

「お、おはよう……」

沙祈は上ずった声で挨拶を返したあと、ちらりちらりと百花の顔を見ては目を伏せ、何事か言いたげに口を開く。しかし続く言葉はなく黙り込み、ダイニングの椅子に座った。

あからさまによそよそしい沙祈を見て百花は愕然とする。

――ま、まさか……。

昨夜の記憶があるのだろうか。

――そうだ。沙祈さんは昨日、それほどお酒を飲んでない。

ゆえに記憶があやふやではないのだ。だがいったいどのくらい覚えているのだろう。うろ覚えならば、まだごまかしようがある。

「もしかして……昨夜のこと……覚えて、ますか？」

「……覚えてるよ」

――やっぱり！

「えっと……どのくらい、覚えてますか？」

沙祈の頬がどんどん朱を帯びていく。

「一緒にお風呂に入ったよね。それから……その……」

沙祈はなかなか次の言葉を発しなかったが、視線をおおいにさまよわせたあとで意を決したように一息に言う。

「百花ちゃんの背中に胸を擦りつけながら、百花ちゃんの乳首を……！」

「あぅあぁあああのっ、もう……いい、ですから！」

皆まで言われてはこちらの心がもたない。羞恥心に身を焼かれて焦げ死んでしまいそうだった。

――でも、そんな……全部覚えてるなんて！

いったいどんな顔をしてこれから生活すればよいのだろう。

――私のこと、変態だと思った？

とんでもない痴女だと罵られても反論はできない。穴があったら入りたい。

ところが沙祈は百花を責めるようなことは言わない。

「もしかして私、酔うたびに……その、百花ちゃんにいろいろとしてた……？」

「へっ!?」

正直に話すべきか、迷う。

――でも、嘘はつきたくない。

頷くのと同時に瞳に涙が浮かぶ。羞恥によるものだ。しかし沙祈はその涙を曲解する。沙祈は眉間に深い皺を刻んで首を垂れた。

「私って、お酒を飲むとどうも気が大きくなるみたい。……ううん。素が出ちゃうのかも……」

沙祈はぽつりぽつりと言葉を紡ぐ。

「ごめんね、百花ちゃん。泣きたくなるくらい不快にさせてた？」

そうして顔を上げた沙祈のほうが、いまにも泣きだしそうだった。

「そんな、不快だなんて」

首を振りながら、正直にそう言ってしまったあとで口を押さえる。

――なにいまの！　それじゃあ気持ちよかったって言ってるみたい……っ。

羞恥心で俯くと、沙祈は百花の目元に指を添えた。

「百花ちゃん？　じゃあどうして……泣きそうなの？」

「そ、それはその……恥ずかしくて……」

「……そっか。不快では……なかったんだ」

安心したような顔になった沙祈を、じっと見つめる。しだいに頬に熱が立ち上ってきた。

「あのっ、朝ごはんの準備できてます。食べましょうっ」

「そっ、そうだね。今日からまた仕事だしっ……」

ふたりはぎこちないまま朝食を終えた。




「おはようございます、いのりさん」

「おはよう。あのね、百花ちゃんが作ったお菓子だけれどね。評判もいいし、お店で提供するだけじゃなくてテイクアウトできるような焼き菓子も販売するといいんじゃないかって思うの」

「えっ、いいんですか!?」

「うん。百花ちゃんのお菓子コーナーを作りましょう」

「ありがとうございます！」

それから百花は焼き菓子のラインナップをいのりと一緒に考えた。明日にでも、手の空いたときに試作してみよう。

夕方になると、麻衣紗が店へとやってくる。

「今日からどうぞよろしくお願いしま～す！」

麻衣紗はいのりの言ったことを忠実に守り、そつなく働いている。

――私より物覚えがいいかも。

麻衣紗は昔からなにかと要領がよかった。麻衣紗がアルバイトに入ったことで余裕が出た百花はつい、ヘアサロンにいる沙祈のことを見てしまう。沙祈とはたびたび目が合った。どうやら沙祈も、こちらを気にしてくれているらしい。

百花は休憩中に厨房の隅で手鏡を見ながらリップクリームを塗っていた。仕事中はどうも唇が乾燥する。

「そのリップかわいいね」

向かいの椅子に座った麻衣紗は、テーブルに頬杖をついてこちらを見ている。

「沙祈さんから貰ったの」

「沙祈さんって……百花ちゃんと一緒に住んでるっていう隣の美容師さん？」

「うん、そう」

百花はリップクリームをエプロンのポケットにしまい、手を洗ってふたたび仕事に戻った。

カフェの閉店後、麻衣紗とふたりでホールの後片付けをする。

「ねえ、百花ちゃん。沙祈さん、だっけ。あの人……百花ちゃんのことよく見てる気がする」

「えっ」

沙祈とはよく目が合うから、そのとおりだ。だが百花は素直に肯定できなかった。

「き、気のせいでしょ」

「そうかなぁ。それに百花ちゃんも、あの人のことよく見てない？」

「そそそ、そんなことないよ」

あからさまに動揺してしまった。麻衣紗が訝しげな視線を寄越してくる。

――見てないか、見てるかって言われたらたしかに……けっこう、見てしまってるけど！

沙祈がなにをしているのか、気になってしまうのだ。そして、沙祈がにこやかに客と話をしているのが目につくと胃のあたりをきゅっと締めつけられたようになって、胸まで苦しくなる。なにかの病気なのではないかと疑っていたところだ。

「それにしてもさ。百花ちゃんと沙祈さんって、仲いいんだね」

「ええっと……まあ……」

「だって仲がよくなきゃ、一緒になんて住まないでしょ？　……でも百花ちゃんといちばんの仲良しは私だからねっ」

「う、うん」

麻衣紗はいったいなにが言いたいのだろう。よくわからない。




一週間後。カフェに『百花の菓子コーナー』が設置された。閉店後のカフェで百花はどういうふうに菓子を並べるか試行錯誤する。このコーナーは百花の自由にレイアウトができることになっている。小さなスペースだが自分の店が持てたようで嬉しい。明日からの販売が楽しみだ。百花は麻衣紗が帰ったあとも、菓子の配置に首を捻っていた。そこへ沙祈がやってくる。

「ねえ、一足先に購入させてもらっても？」

それにはいのりが「もちろん」と答える。すると沙祈はクッキーをひとつ手に取って、いのりがいるレジへと持っていった。

「あの、沙祈さん？　私、家でも作りますよ？」

「ううん、いいの。私が、百花ちゃんが販売するお菓子の購入者一号になりたいの」

沙祈がはにかんだ笑みを浮かべる。そんなふうに言われると照れてしまう。

「う、嬉しい……です。ありがとうございます、沙祈さん」

そんなふたりを、いのりはほほえましい顔で見ている。

「な、なに？　いのりさん」

沙祈が赤い顔で言うと、いのりは「べつにぃ～？」と答えて笑った。

その日の夜、百花は私室で日記をつける。

『沙祈さんと話していると、くすぐったい気持ちになる』と書き綴ったあとで、机に突っ伏した。

ほかのだれにも抱いたことのない感情が、自分の中に確かにある。

――それに名前をつけるとしたら、きっと……。

「うう～っ」

百花は唸ると、首を左右にぶんぶんと振って布団にもぐり込んだ。




「あれっ……ない」

エプロンのポケットに入れたはずのリップクリームがないということに気がついたのは夕方だった。エプロンだけでなく私服のポケットも隈なく探したが、見つからない。

――ポケットから落っことしちゃったのかな。

百花はまずカフェの厨房を探し、そのあとでホールの中も隅々まで探した。家のトイレ――従業員は沙祈の家のトイレを使うことになっている――も見にいったが、見つからなかった。そもそもトイレへ行くときはエプロンを外しているので、そこに落ちているはずもない。

――おかしいなぁ……。

家の中も探しまわったが、どこにもなかった。

――どうしよう、失くしちゃうなんて！　せっかく沙祈さんに貰ったのに……。

こんなことならエプロンのポケットなどではなくきちんと化粧ポーチに入れておけばよかったと後悔する。

――とにかく明日、もう一度探してみよう。

明日は店休日だ。家の掃除もかねてじっくりと探そう。

無理やり気持ちを切り替えて夕食を作りはじめる。沙祈はというと、リビングのソファでぼうっとしていた。いやに顔が赤い。

「あの、沙祈さん……？」

「うん……」

あからさまに元気がない。もしかして、と思い沙祈に近づき、その額に手を当てると、ひどく熱かった。

「沙祈さん、熱があるじゃないですか！」

「えっ？」

「こんなところにいないで、ベッドに横になったほうがいいです」

百花は沙祈に寄り添って彼女を立たせてベッドへ連れていく。そのあとは、冷凍庫で冷やしていた氷枕を持ってふたたび沙祈の部屋へ行った。

沙祈の頭に氷枕を敷いてあげると、沙祈は力なく「ありがとう」と言った。

「熱を出すのなんていつぶりだろう……」と沙祈がぼやく。

ヘアサロンのオープン以来ずっと働き詰めで、疲れが溜まっていたのだろう。

「明日はちょうど店休日ですし、ゆっくり休んでください。食欲はありますか？」

「んん……いつもよりは、ないかも」

「ええと、じゃあ……おかゆは食べられますか？」

「おかゆは、ちょっと苦手」

「わかりました」

おかゆが苦手となれば、なにか別の消化によいメニューにしよう。沙祈が好むものはだいたいわかる。

「ちょっと待っててくださいね、夜ご飯を作ってすぐに戻っ……」

そう言いながら立ち上がると、ベッドにいる沙祈に桃色のエプロンの端を引っ張られた。

それはまるで「行かないで」と引き留められているようで。庇護欲ひごよくのようなものをくすぐられて、百花は動けなくなる。

沙祈は無意識にしていたことなのか、立ち尽くす百花を見て我に返ったように「ご、ごめん」と言い手を離した。

「すぐに戻ってきますから」

後ろ髪を引かれる思いで沙祈の部屋をあとにし、キッチンに立つ。

りんごをすりおろしてヨーグルトと和える。どちらも沙祈の好物だ。トレイに食事と水を載せて沙祈の部屋へ戻る。ベッドで眠る沙祈の息遣いは普段よりも荒い。苦しそうだ。

「沙祈さん、これ……食べられそうですか？」

すりおろしりんごのヨーグルトを見ると、沙祈はこくりと頷いた。

「それじゃあ、少しだけ起きられますか？」

「うん……」

百花は沙祈が身を起こすのを手伝う。いつもの元気がない。そのことが心配でならないのに、彼女のことがいやに儚はかなく見えて、なにかよくわからない感情を刺激される。沙祈の世話をしたくてたまらなくなる。

「はい、あーん」

だからきっと、こんなことをしてしまうのだ。ところが沙祈は嫌がることなく口を開けてくれる。

――小さな子どもにするわけじゃないのに。

自分でもおかしいと思いながらも、自らの手で沙祈に食べさせたくて仕方がなかった。

りんごヨーグルトを少量ずつ沙祈の口へ運ぶ。唇はとてつもなく瑞々しい。なんだか妙な気分になってくる。

「……美味しい」

赤い顔で、どこか恍惚さを伴って沙祈が呟いた。緩められたワイシャツから胸元が覗いているせいもあるのか、どきっとしてしまう。

――なに考えてるの、私！　沙祈さんは熱があるんだから……。

沙祈が色っぽいのはもともとだ。意識してはいけない、と自分に言い聞かせる。

食事を終えると、沙祈はふたたびベッドに寝転がった。

「……眠れそうですか？」

「ん……百花ちゃんがそばにいてくれれば……」

またしてもどきりとする。万人がきっと、熱があって体が弱っているときはだれかにそばにいてもらいたいものだ。

――だから、私だけが特別なわけじゃ……ない、よ。

そう思わなければ、自分だけが沙祈に求められているのではないかと勘違いしてしまいそうになる。

いや、そうであってほしいと思っている自分がいる。

――私……沙祈さんが好き。

なんということだろう。沙祈が熱で辛い思いをしているときにそのことを自覚するなんて。

だがもう自分自身すらもごまかせない。沙祈が好きで、愛しくて、だれよりも彼女に必要とされたいと思っている。

「ここにいます、ずっと……」

思いがけず涙声になってしまった。百花はベッド脇にしゃがみ込む。

自覚したばかりの想いを告げる気はなかった。沙祈はいま熱があるのだ。そんなときに言うべきことではないし、そうでないとしても伝えるのには勇気がいる。

沙祈は百花の言葉を聞くなり破顔した。ふわりとした、それでいて蕩けるような笑顔だ。

無性に沙祈に触れたくなり、おずおずと右手を伸ばして彼女の手に触れる。するとすぐに掴み返された。

想いに応えてもらえたような気がして、それだけで嬉しくなる。




いつの間にか眠り込んでしまっていた。

――朝……？

目を開けると、肩に毛布が掛けてあった。まだ夜が明けたばかりらしい。部屋の中は薄暗い。

沙祈は昨夜と変わらずベッドにいたが、身を起こしてほほえんでいる。

「沙祈さん、お熱は……？」

「すっかり下がったみたい。それより百花ちゃんは大丈夫？」

ベッドにもたれかかり、座ったまま寝てしまったので心配してくれているのだろう。

いつ肩に毛布を掛けてくれたのかわからないが、調子の悪いところはない。

「平気です」

「そっか。百花ちゃん、いつもありがとう。大好きだよ」

「はい、私も……」

百花はそう言いかけて、あらゆる動きを止める。

「…………えっ？」と声を上げたのはふたりともだ。

百花と沙祈は互いに頬を赤く染め、俯いたり視線をさまよわせたりと忙しない。

――もう……言ってしまおう。そのほうがいい。

すう、はあ、すう、はあと何度も深呼吸をして、百花はあらためて口を開く。

「私も……好き、です。沙祈さんのことが」

声は震え、瞳には涙の膜が張る。それは沙祈も同じだった。

「本当に……？　私が百花ちゃんを好きって言ったから、合わせてる？」

「そういうわけじゃないです。じつは私も……ええと、自覚したのは昨夜なんですけど、でも本当なんです。本当に、心の底から沙祈さんのことが好きなんです」

言ってしまったあとで異様なまでに恥ずかしくなった。

沙祈は言葉なく唇を震わせる。熱があったときと同じように息遣いが荒くなっている。また発熱してしまったのではないかと心配になった。

「あの、沙祈さ……んっ!?」

急に抱きつかれた百花は目を白黒させる。

「ほんとに、ほんと？」

か細い声で確認される。百花は頷きながら「本当です」と答えた。沙祈と同じくらい、細い声になってしまった。

「百花ちゃんっ……！」

いっそう強く抱きすくめられる。沙祈の表情は見えないが、きっと同じような顔をしている。

嬉しくて、涙が出て、愛しい。

百花は沙祈の体を抱きしめ返す。柔らかくて、温かい。

ふたりはしばらくそのままだった。

「酔って覚えてなかったけど……でも、軽はずみな気持ちで手を出したんじゃないの。酔ってだれにでもしてるってわけじゃ……ない、から」

それが言いわけのように思えて、クスッと笑ってしまう。

「それに、百花ちゃんの前以外であんなに飲むこともないの」

ほんの少しだけ離れて、互いの顔を見る。

「……信じてくれる？」

泣き腫らした瞳で訊かれれば、まるで全身を羽根でくすぐられているかのような心地になった。沙祈が愛しくて、体じゅうが疼いて、いたたまれなくなる。

「もちろん信じます」と口早に言って、百花は沙祈の胸に顔を埋めた。













第六章　ふたりとも嫉妬しているようです




「も・も・か・ちゃん。おはようっ」

台所に立っているところへ沙祈がやってきた。抱きつかれ、柔らかな胸がふにっと左肩に当たる。

「あぅ、ぉ、おはっ……」

しどろもどろになってしまって挨拶も満足にできない。

「ん～？　どうしたの？」

沙祈は頬を薔薇色ばらいろにして、うっとりとした瞳で首を傾げている。百花の心臓はますますバクバクと高鳴る。

「ぁ、あのっ……まだ、朝ごはんを作ってる最中ですから」

つっけんどんな言い方になってしまったのは、どうしようもなく恥ずかしいからだ。

――沙祈さんに抱きつかれて、嬉しいのに……。

それを素直に態度に表すことができない。

「あっ、そうだね！　ごめんね」

ところが沙祈は気を悪くすることなく離れた。しかしその顔はほんの少し寂しそうな、それでいて残念そうだった。

沙祈はダイニングへは行かず、カウンターの端にもたれかかってにこにこしている。

そんなふうにされては少々やりづらい。いや、沙祈がそこにいるのが嫌なわけではない。

「えっと……なにか？」

――ああ、また……かわいくない言い方。

「ふふっ。百花ちゃんを眺めて、幸せを噛みしめてるの」

手に持っていた野菜を落っことしそうになった。

――もう、なんでこんなにかわいいの!?

年上だが、素直で愛らしい。それに引きかえ自分は……と、どんどん卑屈になっていく。素直だったのは、想いが通じ合ったあの朝だけだ。

「そ、そろそろ沙祈さんのお気に入りの番組が始まるんじゃないですか？」

時計を見た沙祈は「ほんとだ」と呟き、リビングへ急いだ。素直になれない自分に嫌悪感を抱いて、百花はこっそりとため息をついた。




「ねーえ。髪の毛いじってもいい？」

朝食後のことだ。唐突にそんな提案をされた百花はきょとんとする。

「えっと……はい」

「ありがと。座って？」

リビングのソファに座ると、櫛で髪を梳かれた。そうして複雑な編み込みのまとめ髪を施される。

「いかがでしょうか、百花様」

沙祈はいやに恭うやうやしくそう言って三面鏡を掲げる。

「わぁ、すごい！」

「ねえ……これから毎日、百花ちゃんの髪は私が結ってもいい？」

「えっ、いいんですか？」

「百花ちゃんがよければ」

仕事中はどうせまとめていなければならない。

「それは、ありがたいですけど……ご負担じゃないですか？」

「負担なわけないよ。だって、百花ちゃんのこと大好きだもん」

真正面からぎゅうっと抱きしめられる。ふわりと、とてつもなくよい香りが漂う。百花は耳まで赤くなった。

「わ、私も……ええと」

昨日の未明、沙祈の部屋では言えたのに、「好き」というたった一言が出てこない。

頬が触れ合い、ごく間近で見つめ合う。

――あれ……これって……。

キス、するのだろうか。とたんに緊張感が増して、百花は石像のようになる。

そこへ『ピンポーン』というインターホンの音が響いた。

「え、映奈さんじゃないですかっ!?」

「うん、そうだね。……仕事、しなくちゃね」

沙祈は名残り惜しそうに百花の頬を撫でてリビングを出ていった。

しばらくその場で固まっていた百花だが、またもインターホンが鳴ったことで我に返る。今度はきっといのりがカフェに来たのだ。店の裏口が開くとインターホンが鳴るようになっている。

――私も、切り替えてちゃんと仕事しなくちゃ！

百花は自分の頬をパン、パンッと叩いてから立ち上がった。




一日の終わりはあっという間にやってくる。今日もよく働いた。百花は机の上に日記帳を広げて万年筆を手に取る。

――そういえば私と沙祈さんって……恋人、ってことでいいのかな。

女同士にだってその言葉は当てはまるはずだ。

あらためてそう思うと、沙祈のことを思い浮べているだけだというのに頬が熱を持ちはじめる。

――でも、まわりの人にはバレないようにしたほうがいいよね？

沙祈と特別な関係にあるということに――女性同士で付き合っているということに――引け目を感じているわけではない。むしろ声を大にして「私と沙祈さんは付き合っている」と宣言して、沙祈に言い寄るあらゆる人を払拭したいくらいだが、それはそれで気恥ずかしさが先に立つ。

――公言しちゃったらますます私、いつもどおりに振る舞えないかも……。

それで仕事に支障が出ては困る。もう一端いっぱしの社会人なのだ。何事にもきちんとしているためには、沙祈とのことはやはり伏せておいたほうが自分自身の気が引き締まる。

百花はひとり「うん、うん」と頷いて万年筆を動かす。

『沙祈さんとの関係は周囲には秘密にしておかなければなりません。これは、秘密の関係……』と、そこまで書くと顔が火を噴いたように熱くなった。

日記に書いただけでこんなにも動揺してしまうのだ。とてもではないが口に出してだれかに言うなんてできない。

百花は日記に顔を突っ伏しながら、熱くなった頬を手で扇いだ。




「百花ちゃん、毎日あの人に髪の毛を結ってもらってるの？」

カフェの閉店後、片付けをしている最中に、きれいに編み込まれた百花の髪を見て麻衣紗が言った。

百花は調理器具を片付ける手を止めずに「そうだよ」と答える。

「へ～。ほんと、仲いいんだね」

「う……うん」

つい上ずった声になる。麻衣紗に変に思われなかっただろうか。

「ねえ、百花ちゃんはいまも日記をつけてるの？」

やけに唐突な質問に思えたが、素直に「うん」と答える。以前ほど事細かではないが、きちんとつけている。日記に書けないような恥ずかしいこともあるが、沙祈との『そういうこと』は幸せなので不満などない。

「ねえ、百花ちゃんのお部屋に遊びにいきたいな。次の店休日の夕方とか、どうかな」

学生の百花とは休日が合わないから自然とそうなる。百花が「わかった、いいよ」と答えると、麻衣紗は嬉しそうにほほえんだ。

――次の休みに麻衣紗が遊びにくること、沙祈さんに言っておいたほうがいいよね。

夕食時、沙祈にそのことを話す。

「麻衣紗ちゃんが百花ちゃんの部屋に？　うーん……そうだなぁ、リビングに通すといいよ」

「いいんですか？」

「むしろ百花ちゃんの部屋には入れてほしくないっていうか……。ごめんね、独占欲むきだしで。でも、百花ちゃんがほかの女の子とふたりきり、なんて……耐えられない」

熱っぽく、真剣な眼差しを向けられて心臓がドクッと大仰に音を立てる。

「わ、わかりました。じゃあ麻衣紗はリビングに通します」

すると沙祈は満足そうに顔をほころばせた。

沙祈が入浴しているあいだ、百花はリビングやキッチンを掃除する。そのたびに探しているのだが、沙祈から貰ったリップクリームはいまだに見つからない。

――沙祈さんに、リップを失くしちゃったこと言ったほうがいいよね……。

彼女が入浴を終えてリビングに来たら言おう。そう決意するも、結局は言えずに入れ違いで浴室へ行く。

――明日の朝こそは言おう！

ところがその後も百花は、「せっかく貰ったのに」という後ろめたさに邪魔をされ、沙祈になにも言えずに何日も過ごしていった。




店休日の夕方、麻衣紗がやってきた。

「いらっしゃい、麻衣紗。リビングにどうぞ」

「リビング？　百花ちゃんの部屋じゃなくて？」

「う、うん。私の部屋、いまちょっと散らかってるから……」

「ウソ。百花ちゃんにかぎって部屋が散らかってるなんてありえない」

麻衣紗は思いのほか鋭い。

――どうしよう。

沙祈に「ふたりきりにならないで」と言われたことを正直に話すべきか迷う。

――でもそれじゃあ、沙祈さんと付き合ってることも話さなくちゃならないし……。

麻衣紗なら理解してくれるだろうか。いや、打ち明けるにしても沙祈に相談してからのほうがいい。

「ごめん、とにかく私の部屋はだめなの」

「……わかった。じゃあ、お家の中がどうなってるのか案内してもらいたいな」

「えっ？　どうして？」

「広くて新しいお家だもん。間取りが気になるの」

麻衣紗は屈託のない笑みを見せる。

「うーん……それは、沙祈さんに訊いてみないと……」

百花は麻衣紗を連れてリビングへ向かった。そこには沙祈がいた。麻衣紗を見るなり「こんにちは、いらっしゃい」と声をかける。

「こんにちは。お邪魔します」

沙祈は「ゆっくりしていってね」と返す。

「あの、沙祈さん。麻衣紗が、家の中を案内してほしいって言ってるんですけど……」

「うん、いいよ。じゃあ私が」

麻衣紗はにっこりとほほえんで「ありがとうございます」と沙祈に礼を述べた。

――麻衣紗ったら、なに考えてるんだろ……。

付き合いの長い幼なじみだが、彼女の考えていることはいまいちわからない。

沙祈は家の中を細かに案内してくれた。

麻衣紗は「わぁ、ひろ～い」だとか「すごくきれ～い」と、心からそう思っているのか疑わしい声音で家じゅうを褒めていた。

リビングに戻ってくると、百花は麻衣紗をダイニングの椅子に座らせた。

「麻衣紗ちゃん、夕飯食べていったら？」

「いいんですか？　ありがとうございます」

遠慮の欠片もないが、麻衣紗は元来そういう性格だ。

「百花ちゃん、今日は私も一緒に作るよ」

沙祈はエプロンを着て張り切っている。そこまでしている沙祈に「ダイニングで待っていて」とは言えない。百花と沙祈は一緒にキッチンに立つ。

麻衣紗はというと、下を向いてスマートフォンを弄っていた。

食事を作り終え、三人でテーブルを囲む。夕食を食べ終わると、沙祈が麻衣紗を家へ送ってくれるというので皆で車に乗った。百花が助手席で、麻衣紗は後部座席だ。

麻衣紗の家には車で二十分ほどで到着した。

「今日はなにからなにまで本当にありがとうございました」

助手席の窓から、運転席にいる沙祈へ向かって麻衣紗が頭を下げる。

「ううん。おやすみなさい」と沙祈は笑って返す。百花も同じように「おやすみ」と言うと、車が走りだす。

帰宅後、百花と沙祈はそれぞれ入浴を済ませた。

――ふう……今日もいろいろあった。

日記をつけて眠ろうしていると、部屋の扉が控えめにノックされた。

「はい？」

扉を開けると、ワイシャツ一枚を羽織っただけの沙祈が立っていた。乳首の部分がぷっくりと隆起しているのには気がつかないふりをする。

「もう寝るところだったよね、ごめんね。でも……少し、いい？」

「はい、どうぞ」

この部屋にソファはないので、ふたりしてベッド端に腰掛ける。

――沙祈さん……なにか話があるんじゃないのかな？

しかし沙祈は俯いて、黙り込んでいる。

「あの、どうされました？」

尋ねると、沙祈はぴくりと肩を揺らした。

「麻衣紗ちゃんは……私が知らない百花ちゃんを知ってるんだよね」

「えっ？」

沙祈は顔を上げ、体ごとこちらを向いて身を乗りだす。

「百花ちゃんの子どもの頃のこと、とか」

「それは……ええと、そうですね」

唇を尖らせて不満そうにしている沙祈を、かわいいと思ってしまう。

――だって、嫉妬……してくれてるんだよね。

百花はどきどきしながら言い返す。

「でもそれだったら沙祈さんだって」

「私？」

「いのりさんです。私が知らない、高校時代の沙祈さんをいのりさんは知っていらっしゃいます」

しばし沈黙に包まれる。

「……妬ける？」

ぽつりと尋ねられ、百花はこくりと頷いた。

「ふふ」

沙祈の両腕が伸びてきて、体を寄せ合うことになる。

――沙祈さんって……温かくて柔らかくて、いい匂いがする。

百花はそっと沙祈の体を抱きしめ返した。すると頬ずりをされた。

「キス……していい？」

あらためて訊かれると緊張感が増す。こく、こくと小さく二度頷く。胸の高鳴りは最高潮に達している。

沙祈と交わす初めてのキスは、いままでに感じたことのない感情と感触ばかりだった。柔らかくしっとりとした唇が、自分の唇に吸いつく。味などあるはずがないのに、とてつもなく甘い。

くちづけが終わると、じっと見つめられた。ああ、部屋の明かりを消しておくべきだった。とてつもなく頬が熱い。きっと真っ赤になっている。

そうしてふたたび唇同士が重なる。そのあいだずっと、息をするのを忘れていた。

「……っは、あぁっ……」

鼻できちんと息をすればよい。頭ではわかっているのに、呼吸は「は、はぁっ」と乱れたままいっこうに整わない。

「百花ちゃん……」

少し掠れた甘い声。吐息交じりなのが、このうえなく艶っぽい。ぞくぞくとしたなにかが駆け上がってきて、ますます息を乱す。酸欠になって倒れてしまうのではないかと危ぶむと、そっと肩を押された。ベッドに寝転がる。

「ぇ、あ……あの」

沙祈が眉根を寄せて見つめてくる。ストロベリーブロンドの髪の毛が垂れ落ちて、愛しい人の顔に官能的な影を落とす。

沙祈は恍惚とした顔で目を細くする。また、唇が重なった。しかし今度は、なにか生温かなものが口腔に入り込んできた。舌だと気がついたときにはもう離れていた。

「いや、じゃ……なかった？」

不安げな、か細い声。首を縦に振ればよいのか、あるいは横に振ればよいのかわからなくなる。

「や、じゃ……ない、です」

声にならない声で百花が言った。沙祈が安堵を滲ませて笑う。顔の距離が縮まる。

恥ずかしくて、触れ合う唇が気持ちよくて、目を開けていられなくなる。するとまた舌が入り込んでくる。

「ぁふ……ん、ふぅ……」

吐息と一緒に高い声が出てしまうのが恥ずかしいのに、自分ではどうすることもできない。

上顎を舌で辿られ、くすぐったくなる。

――口の中に舌を入れられるなんて……。

とんでもないことだと思うのに、沙祈のものだからかすんなりと受け入れられる。むしろ、もっと口腔を弄ってほしいなどと思えてきた。そんな自分はどうかしているのではないかと危惧する。

銀の糸を引きながら唇が離れる。沙祈はどこか悩ましげだった。そんな顔のまま、百花のパジャマのボタンに指をかける。

「ぁ……」

次から次にボタンを外されていく。ブラジャーはつけていない。薄手のＴシャツのみだ。こんなことならもっと色気のある下着をつけていればよかったと後悔する。

――沙祈さんは今日は全然お酒を飲んでない。

といことは、これからのことはすべて彼女の記憶に鮮明に残るわけで。

前回だって、酒を飲んでいたとはいえ沙祈は覚えていた。それでも恥ずかしいものは恥ずかしい。

沙祈は百花のパジャマの上着を脱がせると、薄手のシャツ越しに脇腹を撫で上げた。

白いシャツの胸元は薄桃色が透けている。それを見て沙祈はごくりと喉を鳴らした。

「あ、あんまり……見ないで、ください」

沙祈の脳に自分の痴態が刻まれてしまうのがいたたまれない。

「やだ、百花ちゃん……。そんなふうに言われたら、もっと見たくなる」

切羽詰まったような表情になって沙祈は身を屈め、百花の胸元に顔を近づける。なだらかな丘陵のいただきは少し尖っていて、薄手のシャツを押し上げている。

「乳首……ちょっとだけ、勃ってる？」

「……っ！」

違うと言いたいのに、指摘されたことは紛れもない事実なので否定できない。

「だ、だって……う、うぅ……」

「もうっ！　……かわいい」

沙祈は百花の胸に顔を埋める。胸の先はますます尖ってしまう。

そんなふうに顔を擦りつけないでほしい。それだけで『感じて』しまう。

「百花ちゃんが可愛すぎて、ぜんぶ食べたくなっちゃう」

沙祈は息をつき、口を開ける。なにをするのだろうと見ていれば、薄いシャツ越しに胸の尖りを舌でつつかれた。

「ひぁあっ！」

突拍子もない声が出て焦り、口を押さえる。沙祈はかまわず乳頭を舐め上げる。じかにそうされるよりも卑猥なのはなぜだろう。白いシャツだから、薄桃色がますます透けて、そう思うのかもしれない。

「やぅ、沙祈……さぁん……ふぁあっ！」

口に含まれて、甘噛みされて、シャツに皺が寄る。濡れた生地の摩擦もあいまって、淫猥で、それがまた快感で、おかしくなってしまいそうだ。

「もうだめ……たまらない」

そう言うなり沙祈は性急に百花のシャツを捲り上げて、じかにペロペロと胸の蕾つぼみを舐めはじめた。

「あっ、だめっ……ぁん、あっ、ぁっ……ひぁああっ」

じゅるじゅると水音が立つ。耳まで浸食されていくようだ。

「んん……美味しい、百花ちゃんの乳首……。ずっとだって舐めていられる」

吐息が吹きかかり、背筋がぞくりと戦慄く。悪寒とは違う。きっと快感の迸ほとばしりだ。

もう片方の乳首は指で捏ねまわされる。

「ふは、あぁうっ」

「こっちもきちんと舐めてあげるね」

沙祈は緩くほほえんで、舌で肌をなぞりながら左の乳首へ移ろう。凝り固まった胸の蕾はほんの少し舌が触れただけでも敏感に反応して、さらに身を引き締める。

「私の舌……弾かれちゃう。カチカチになってるから」

責められたと思った百花は両手で自分の顔を覆って隠す。

「いじめたいわけじゃないの。私の舌に反応してくれてるのが嬉しくて……つい、言っちゃうの」

優しく言葉を紡いで、なおも舌で愛でられる。肉厚で生温かなそれが乳首を撫で上げるたびに腰がひとりでに揺れる。

そうして下腹部に熱が蓄積していく。そのことに気がついているらしく、その付近を沙祈の右手がそろりそろりと撫でまわす。

「あぅ、ぁっ……はぅうっ……！」

情けない声ばかりが出てしまう。どれだけ唇に力を入れても、まるで期待するように甘い嬌声が次から次に零れでる。

沙祈の細い指先がパジャマのボトムスの端を捉え、引き下ろす。

「ひゃっ……！」

単純に脱がされているだけだというのに、身も心も過剰に反応して、逃げるような素振りになる。

それを宥めるように、沙祈は百花の胸の膨らみを揉み込みながらゆっくりと服を脱がせていく。

焦りと緊張の中に――触れられるのを待ち望んでいるような――焦がれる感情があって身震いする。

幼稚とも思える花柄のショーツが露わになる。せめて部屋の明かりを消したいが、できない。

百花は懸命にショーツを押さえた。

「……下着を見られるのが恥ずかしいの？」

こくこくと頷く。

「でも洗濯するときに、見てる。いつも」

「……！」

洗濯は沙祈の担当だ。

――それはそうだけど……！

洗濯物として見られるのと、実際に身に着けているところを見られるのでは羞恥心が桁違いだ。

右手で顔を、左手でショーツを押さえて百花は身をくねらせる。

「そんなに恥ずかしい……？」

沙祈は不思議そうに首を傾げている。

「じゃ、じゃあ沙祈さんも脱いでください。……下着姿に、なって」

そう言うと、照れたようすで「脱がせて？」と言われ、またも胸がどきりとする。

「わ、わかりました」

その前に、と百花は自分のシャツを引き下ろして胸を隠そうとする。

「だめ、そのまま」

「うぅ……」と唸りながらも百花は沙祈に抗わない。

胸の上まで捲り上げられたシャツと、下は花柄のショーツという心許ない状態のまま百花はむくりと起き上がり、ベッドの上で沙祈と向かい合った。

――沙祈さんの服を脱がせる、って言っても……。

彼女が着ているのはワイシャツとショーツだけだ。

――シャツのボタンを外せば、私と同じ恰好になる。

ごくりと喉を鳴らして、おずおずと両手を伸ばす。指先が震える。せめて自分がまともな恰好をしていればまだ平静を保てるというのに、胸を晒した状態なので手元がおぼつかない。

沙祈は微笑したまま動かない。首のボタンはもともと外れていた。胸元のボタンは沙祈の豊満な胸に押されて、はち切れんばかりだ。

ひとつ、ボタンを外せばそれだけでワイシャツの襟が大きくはだける。張りのある大きな乳房は重力にも負けずにふる、ふるっと弾んでいる。

――どうしよう……私、沙祈さんの胸を見てるだけで……。

興奮して鼻息が荒くなってしまう。これでは変態だ。

百花は心の中で何度も「落ち着かなくちゃ」と自分に言い聞かせて、次のボタンを外しにかかる。

ふたつめのボタンを外すと、深い谷間が顔を出した。この溝の中に指や顔を埋めたらいったいどんな心地になるだろう。そんな考えに至った自分にまた嫌気がさしながらも、そういう思考を止められなかった。

沙祈のすべてを知りたくて、触れたくて、たまらないのだ。

自身の鼓動が速くなるのを感じながら次のボタンを外すと、ワイシャツは沙祈の胸をまったく締めつけなくなった。腰がくびれているぶん、胸が強調されている。

ここまで外してしまえば、あとは肩からシャツを落とせば沙祈の乳房をすべて目にすることができる。

――脱がせて、って言われたんだし……いいよね。

襟を両手で持ち、ちらりと見上げる。沙祈は頬を赤く染めて目を伏せていた。

百花はとたんにどぎまぎする。

「そっ、そんな顔……反則です」

不満を述べて唇を尖らせると、沙祈は「えっ？」と声を上ずらせた。

「そんな顔って？」

「だから……ええと……。かわいい、です。沙祈さん」

沙祈の顔がいっそう朱を帯びる。

「そういう百花ちゃんのほうがかわいい」

ぎゅうっと抱きしめられ、胸同士が当たる。柔らかなふたつの膨らみに押されて息苦しいはずなのに、快こころよさしかなかった。

もっとくっつきたくて、沙祈の背に腕をまわす。抱き返されたことが嬉しかったのか、沙祈は破顔して百花に頬ずりをする。

――もっと、もっと。

互いのシャツが邪魔だ。素肌同士を重ね合わせたい。どんどん貪欲になる。

百花は沙祈のワイシャツを肩から落とす。いっぽう沙祈も同じことを考えているのか、百花のＴシャツを頭から抜けさせた。

互いが上半身は裸で、下はショーツ一枚という恰好になる。

――沙祈さんの下着、大人っぽい。

沙祈は黒や紫を好んで着る。だがいずれもよく似合っている。沙祈は百花の両頬を手で覆ってその唇を塞ぐ。

「ん……ふ、んん……」

「ふぅ……う、んんぅ」

唇が重なっているあいだもずっと頬を撫でまわされていた。手のひらはこの上なく温かい。

ようやく鼻でうまく息ができる頃になって唇が離れた。

ところが、よほど物欲しそうな顔をしてしまっていたのか、すぐにまた唇を塞がれた。

頬にあったはずの両手が肩を撫で、胸元へと下りていく。沙祈の手で触れられると、肩だろうと鎖骨だろうと気持ちがよくて「ん、んんぅ」と甘ったるい声が出てしまう。

沙祈のものに比べると小さな乳房を両手で包み込まれる。気がつけば、沙祈の視線は膨らみを捉えていた。

「あぁ……どうしてこんなに柔らかいの、百花ちゃんのおっぱいは……。それに……んん、乳首もちゃんと尖ってるね。かわいい」

「やぁっ……あ、ひぁあっ……」

悶えながらも、両眼はどうしても沙祈の胸へと向かう。

「さ、沙祈さんだって……尖って、ます」

沙祈の乳首はツンッと上を向いている。見るからに硬そうだ。

「うん……。興奮してるもん」

恋人はすっかり開き直っている。

「百花ちゃんがかわいくて、大好きで……興奮して、乳首がこんなふうになっちゃうの。仕方ないでしょ？」

沙祈が身を乗りだすので、その先端が胸に当たる。

「ぁっ……！　あ、当たって……」

「当たっちゃったね。……嫌だった？」

「や、な……わけ、ない……です」

百花は切れ切れに答える。

「じゃあもっと当てていい？　百花ちゃんの胸に乳首が当たると、すごく気持ちいぃ……」

素肌に乳首を擦りつけられれば、身悶えせずにはいられない。

「ひゃっ、あぁっ……ふぁ、あぅっ！　沙祈、さんの……も、硬い……っ」

素肌に当たる沙祈の乳頭はひどく存在感がある。

「んふ……んんっ……。百花ちゃんが、そんな顔するから……っあ、あぁっ……！」

見える範囲に鏡がなくてよかった。自分がどんな顔をしているのか知るのが怖い。とてつもなく淫らで卑猥な表情かもしれない。自分自身がそれを認められそうにない。

「ぁん、はぁぅ……」

沙祈が喘ぎ、身を捩る。艶のあるストロベリーブロンドが乱れて、沙祈の顔にかかる。それがとてつもなく煽情的で、見ているだけであらゆる性感帯を刺激される。

沙祈は百花の視線に気がついたのか、それまで伏せていた目で急にこちらを見た。

心臓がどきりと、軋まんばかりの音を立てる。目が合うと羞恥心をくすぐられるのはなぜだろう。

とっさに目を逸らそうとすると、両頬を固定されてしまった。

沙祈の大きな瞳がまた閉ざされようとしている。それはキスの予感。わかるようになってきたことが嬉しくも、やはり恥ずかしい。

目を瞑ると唇が重なり、すぐに深くなる。

乳房をぶつけ合って、肩を揺する。その動きが互いに激しくなっていく。意識してそうしているのではない。それは沙祈も同じなのではないかと思う。

いっそうの触れ合いを求めるように、自然と体が動くのだ。

「んぁあっ！」

つい大きな声が出てしまったのは、唇が離れたのと、乳首同士がぶつかったのが同時だったせい。硬く尖った薄桃色の棘がぶつかり合うと、指でされるのとはまた異なる享楽に襲われて全身がぞくぞくと震える。

胸の先端をもっともっと擦り合いたくてたまらなくなって、盲目的に大きく肩を揺らす。

「はぁ、あぁっ……沙祈さ……あ、ぁんっ」

意味もなく名前を呼んでしまったというのに、沙祈はすぐに応えてくれる。

「百花ちゃん……っ、ふぁ、あっ……気持ちいぃ……！」

快感を吐露して、沙祈もまた体を左右に揺すって胸飾りを擦りつけてくる。乳首を乳首で擦られるのは独特の感触だ。沙祈の尖りきった乳頭に負けじと自分のそれもひどく凝り固まっている。

下腹部がトクトクトクと脈をたたえ、熱だまりを生む。

「足……開いて？」

唐突に言われ、面食らっているとやんわりと両足を左右に広げさせられた。ショーツのクロッチ部分には丸い染みができている。それを見つけたらしい沙祈が口の端を上げて笑う。

「もっとビショビショにしたいな、百花ちゃんのショーツ」

「な、なっ……」

沙祈のとんでもない発言に、口をパクパクと動かしながらうろたえる。

「ここをカリカリッて引っかいたら、もっとそうなるかな？」

好奇心を滲ませて沙祈は百花のショーツのクロッチ部分を人差し指の爪で軽く引っかく。

「ひあぁああっ！」

たった一撫でだ。それなのに過剰に反応してしまって大声を上げる。沙祈は嬉しそうに「もっと？」と訊いてくる。

頷く以外の選択肢がない。百花は「は、はぁっ」と息を荒げながらこくこくと何度も首を縦に振る。そうして頷くことが、はしたなくて恥ずかしいことだという気持ちは、一撫でされることでもたらされた快楽のせいで吹き飛んでいた。

「素直ないい子ね、百花ちゃん」

そんなふうに言われると胸を締めつけられる。褒められるのは好きだ。いままでそうやって家事や勉強に励んできた。

しかし母親に褒められるのと、沙祈に褒められるのではまったく違う。

沙祈にそういう言葉をかけられると、体の官能的な部分――胸の先端や下半身の秘めやかな箇所――がピリピリと疼くのだ。

過敏になっている肉粒を、今度は爪ではなく指の腹でじっくりと撫で下ろされる。ショーツ生地越しでも刺激はじゅうぶんで、割れ目を指で何度も往復されると全身が快楽に包まれた。

「はぅっ……ん、んぁあ、あっ……」

百花はだらしなく足を広げ、体を仰け反らせて胸を躍らせながら喘ぐ。

「悶えてる百花ちゃん、かわいい」

言いながら沙祈はなおも人差し指で百花の陰唇をくすぐる。

内側から、ぬるついたものが溢れてくるのがわかった。このままでは沙祈が言ったとおり『ビショビショ』になってしまいそうだ。

いっそ下着を脱いでしまったほうがよいのではないかと思えてくる。

――でも、自分から脱ぐなんて……。

じかに触ってほしいとアピールするようで、気が引ける。百花は唇を噛む。

「じれったくなっちゃった？」

沙祈の両手がショーツの端にかかる。

「ぁ……」

なぜわかったのだろう。百花は内心、喜びながらされるがまま、ショーツを脱がされる。

裸になって心許ないはずなのに、開放感を味わってしまうのはきっともう理性の箍が完全に外れて、おかしくなってしまっている。

シーツの上に両手をつき、沙祈に向かって見せつけるように足を広げている自分が信じられない。ありえないことだし恥ずかしいことだと思うのに、まるでなにかの魔法にかけられたように、足を閉じられなかった。すっかり快楽の虜だ。

「濡れてるね」

沙祈の、小さな声。たとえどれだけ小さな囁き声だとしても、耳に届いたその言葉は羞恥心を煽る。

「だ、って……」

言いわけしようにも、言葉が見つからなかった。濡れているのも、気持ちがよいのも事実だ。

できることといえば、沙祈の指先が下半身の小さな豆粒に触れるのをいまかいまかと待ちわびるくらいだ。

沙祈は愉しそうに口角を上げたまま百花の秘裂を指でそっと辿る。

「あぅ、あぁっ……！」

蜜壷から溢れてきた愛液を指で掬われ、すぐ上の珠玉に塗りつけられる。

沙祈の指先を濡らしているのが自分の体内から分泌されたものなのだと思うと、えもいわれぬ高揚感を覚えた。

快感に侵食された脳ではまともな考えが浮かばない。

――私……どうしちゃったの？

その疑問も微かなもので、ぬめりけを帯びた沙祈の指先が淫芽を擦りはじめたことで頭の隅へと追いやられる。

「きもちぃ？　百花ちゃん」

「んっ、んぅ、うっ…ん、ふぅっ」

素直に頷けばまた「いい子」と褒めてもらえるだろうか。百花が何度も頷くと、沙祈は眩しいものを見るように目を細めて「ふふっ、かわいい」と笑った。

「私も、気持ちいぃの。百花ちゃんのちっちゃな豆粒ってすごく触り心地がいい……」

恍惚を伴った表情になって沙祈は百花の陰部を弄る指を増やす。親指が肉粒を、中指は蜜口へ。左手の指では乳首をつままれてしまった。

「ゃうっ、やぁあっ！」

いきなりすべての箇所を激しく責め立てられる。急転直下の出来事に目を白黒させながらも、あっという間に快楽の波にのまれた。

「百花ちゃん、百花ちゃんっ……はぁ、私の指で……イキそう……っ？」

興奮した面持ちで沙祈が尋ねてきた。

「あぅ、うぅっ……イ、ぁ……んぁ、はぅうぅっ、クぅうっ……!!」

なにかが弾けたような、あるいは一点に向かって収束していくような感覚に襲われる。

全身がうねり、熱をたたえ、意思とは無関係にビクン、ビクンッと跳ねて脈動する。

呼吸は荒く、両手で自身を支えていることができなくなってベッドに寝転がる。

気がつけばひどく汗ばんでいた。

湿った素肌の上を沙祈の指先が滑る。羽根で撫でつけるようにそっと、軽く撫でまわされ、くすぐったい。

沙祈は豊満な乳房を大きく上下させながら百花に跨り、唇を塞いだ。




絶頂に達すると、百花は眠り込んでしまった。

百花は普段、早寝早起きだ。この時間は、いつもの彼女なら寝ている時間だから無理もない。

――かわいい寝顔……。

百花はなにもかもがかわいい。どんな仕草だってかわいくて、抱きしめたくなる。

そばにいてくれるだけでいいと思っていたのに、想いを返してくれた。

――一緒にいられるだけで幸せなはずなのに……私って欲張り。

もっと百花と触れ合っていたかったと思ってしまう。百花が眠ってしまったのが残念で仕方がない。

「……」

沙祈は唯一、身に着けていたショーツを脱ぎ捨てて裸になると、百花にまたがったまま右手を秘所へと向かわせた。

自身を焦らすように恥骨を撫で、割れ目を探る。夜はいつもこうしてひとりで性欲を満たしていた。そのおかげで、百花のことも少しは満足させられるのではないかと自負している。

すやすやと眠る百花の隣に寝転がり、沙祈は「はぁ」と息をつく。

――もともとちょっと童顔かなって思ってたけど……寝顔はもっとあどけない。

百花の顔を見ているだけで下腹部が燻くすぶりだす。

沙祈は自身の乳頭を弄りながら、下半身の小さな肉粒を扱き上げた。

「ぁん、あ、あっ……！」

一度くらいの絶頂では足りない。

その後も沙祈は百花の顔を見ながら何度も恍惚の極みを味わった。




時計が正午を指し、ヘアサロンの客が引く頃に沙祈は昼食のためいったん自宅へ行く。百花が作っておいてくれた昼食を持ってカフェの厨房を目指す。百花と一緒には食べられないが、それでも手作りの食事は嬉しいし、働く百花を眺めながらの食事は幸せだ。

冷蔵庫から昼食のチキンドリアを取りだして電子レンジで温めたあと、それを持って廊下を歩いていると、ハンドバッグを肩に掛けた麻衣紗と遭遇した。

「すみません、お手洗いをお借りしていました」

「そんな、謝らなくても。自由に使ってもらってかまわないから」

「ありがとうございます」

麻衣紗は頭を下げてカフェのほうへと戻っていく。

――でも、トイレに行くのになんでバッグを持ってたんだろう？

まだ勤務時間中だ。すぐに帰るというわけではないだろうになぜわざわざトイレへハンドバッグを持っていく必要があったのだろう。

疑問に思ったが、化粧でも直していたのだろうと納得して、それ以上は気にしなかった。

仕事を終えた沙祈と百花は夕食後、リビングのソファで寛ぐ。

「あの、沙祈さん。その……私たちが、こ……」

「こ？」

「こい、びとどうしになったことって……」

たどたどしく言う百花がかわいい。沙祈は緩みきった顔で頷くことで続きを促す。

「その、みんなには……内緒にしておいたほうがいいですよね？」

「えっ？」

一瞬、なんのことかわからなかったが、百花の言葉を繋ぎ合わせて考えれば「恋人同士になったことは秘密」ということだ。

沙祈はすぐに「そうだね」と相槌を打つ。

――百花ちゃんはたぶん、女同士だからとかじゃなくて……たんに『恥ずかしい』から秘密にしておきたいんだろうな。

いまも、耳まで真っ赤にして瞳を潤ませている。

――みんなには内緒、かぁ……。

べつにかまわない。百花は自分のことを好いていてくれるだけでじゅうぶん、嬉しい。

「百花ちゃんは私の大切な恋人なの」と触れまわりたい気持ちはあるが、欲張ってはいけない。

長めの入浴をして百花の部屋を通りかかると、まだ明かりがついていた。平日のこの時間はとうに寝ている時間なのに、おかしい。

沙祈は百花の部屋の扉を小さくノックした。するとすぐにドアが開いた。

「あ……沙祈さん」

ひどい顔色だ。それに、いつになく部屋が散らかっている。百花の部屋はいつだってきれいに片付いているのに、変だ。

「どうかしたの？」

「それが……ええと……。日記が、どこにもないんです。それだけじゃなくて……あの、沙祈さんからいただいたリップも……ずっと探してるんですけど見つからなくて……」

百花はいまにも泣きだしそうな顔になって言葉を足す。

「ごめんなさい、沙祈さん」

「……っ」

すぐには返す言葉が見つからない。沙祈はなにか声をかける代わりに百花の体をぎゅうっと抱きしめた。

それから首を捻る。

「うーん……リップはともかく、日記は部屋から持ちだしたことなんてないよね」

百花は瞳に涙を溜めて小さく頷く。

――私みたいに片付けが下手でいつも部屋が散らかってるのならまだわかるけど、いつもきちんと整頓してる百花ちゃんの部屋から物がなくなるなんて。

ふと、麻衣紗のことが頭に浮かんだ。沙祈は顎に手を当てて考え込む。

麻衣紗は百花に『幼なじみ』や『友人』以上の感情を抱いているのではないかと、じつは前々から思っていた。

――麻衣紗ちゃんが……百花ちゃんの日記を持っていった？

先日、麻衣紗に「家を見せて」と言われたのだって、百花の部屋や間取りを確認するためだったのではないか。百花の日記を手に入れるために。

これという決め手があるわけではないが、そう思う。ただの勘といえばそうなのだが、大外れしているわけではない気がする。

百花の友人を疑うのは気が引けるが昼間は手にバッグを持ってトイレへ行っていたことからも、麻衣紗が盗ったと考えるのが自然だ。

――でも、百花ちゃんには言わずに麻衣紗ちゃんに直接、確かめてみてからのほうがいいよね。

むやみやたらに百花の友人を疑うものではない。確証もないのに百花の不安を煽るようなことはしたくなかった。

「よし、私も探してみる。きっとすぐに見つかるよ。日記のことは気になるだろうけど……もう眠ったほうがいい。百花ちゃんは明日の朝も早いよね」

朝はカフェで提供しているメニューの仕込みがあるので、百花は未明に起きなければならない。

「……わかりました。おやすみなさい、沙祈さん」

百花はほほえんではいるが、覇気がない。心労があるのは明らかだ。

――百花ちゃんは日記をつけるのが習慣だから……落ち着かないんだろうな。

自分にはそんなきっちりとした習慣はないが、気持ちは少しはわかる。




次の日。ヘアサロンのほうがカフェよりも早く店を閉めるので、沙祈は手早く後片付けをしてカフェの裏口で麻衣紗を待ち構えた。

麻衣紗が裏口から出てくる。こちらを見て一瞬、ぎくりとしたようすで足を止めた。

「お疲れ様です、沙祈さん」

麻衣紗はにこりと笑ったが、張り付けたようなものに見えてくる。彼女のことを疑っているからに違いない。

「麻衣紗ちゃん、お疲れ様。ちょっと聞きたいことがあるんだけど……いま、少しいいかな」

「はい。なんでしょうか」

「百花ちゃんがリップを失くしちゃったらしいんだけど、知らない？」

「……知りません」

「それから日記も、なくなっちゃったんだって。日記は部屋の外には持ちだしていないはずなのに、変だよね」

「……」

麻衣紗は黙り込んでしまった。俯き加減になって、視線を泳がせる。ハンドバッグを持つ彼女の右手に力がこもるのがわかった。

そのようすを見て沙祈は確信する。

「昨日……もしかして百花ちゃんの部屋に行った？」

尋ねると、麻衣紗は顔を上げて目を見開いた。眉根を寄せて、ハンドバッグを抱え込むようにして持っている。

――やっぱり。

これ以上、まわりくどい言い方をする必要はないだろう。

「百花ちゃんの日記……そのバッグの中にある？」

麻衣紗はあからさまに動揺して、ビクッと肩を揺らした。

「ちょっと……借りてただけです。ちゃんと百花ちゃんに返します」

「借りてたって……日記だよ？　それに百花ちゃんに無許可でそんなこと……。いけないって、わかるよね」

諭すような言い方が気に食わなかったのか、麻衣紗は眉を吊り上げて大きく口を開けた。

「ただの同居人のあなたには関係ないでしょ！　だいたい目障りなのよ、あなた！　私のほうが、百花ちゃんのことたくさん知ってるんだから！」

「……関係、なくないよ」

カフェの裏口が開いて、百花が顔を出す。いつからそこにいたのだろう。

「百花ちゃん……」と沙祈が呼びかけると、百花は悲しそうにほほえんだ。

いっぽう麻衣紗は青ざめている。

「あのね、麻衣紗。沙祈さんは私のすごく大切な……」

――どくん、どくんと胸が鳴る。

「恋人、だから」

百花のその言葉が、頭の中で何度も再生される。

　――同居人じゃなくて……恋人だって、言ってくれた。

きっととてつもなく勇気が必要だったはずだ。

百花が公言してくれたことが嬉しくて、涙ぐむ。

麻衣紗は驚いているようすはない。百花の日記に『沙祈と恋人同士になった』と書かれて知っていたのかもしれない。

「だから……ごめんね、麻衣紗」

「なっ、なんで百花ちゃんが謝るの？　謝らなくちゃいけないのは私のほう！」

麻衣紗はバッグからリップクリームと日記を取りだして、やや乱雑に百花に手渡した。

「ふたりが恋人になったからって、私はここのバイト辞めないからね！」

「う、うん」と、百花は戸惑いながら返事をした。

「そうだね。いいんじゃない、麻衣紗ちゃん」

その言葉とは裏腹に、沙祈は百花のもとへと足早に歩いて彼女を抱き締めた。百花は絶対に渡さない。そんな気持ちが全面に出てしまっているせいだ。

百花は慌てながらも、抗わなかった。

麻衣紗は「ふんっ」と鼻を鳴らして駆けていく。

「……戻ろっか、百花ちゃん」

「はい」

ふたりでリビングに行く。沙祈は紅茶を淹れて百花に差しだした。いつもいつも百花に淹れてもらうのでは心苦しい。

「ねえ、よかったの？　私が恋人だって言っちゃって」

「……はい。沙祈さんのほうこそ、大丈夫でしたか？」

「私はもちろんいいに決まってる！」

無性に抱きしめたくなって、ソファに座っている百花の体に腕をまわす。それからキスをした。するとすぐに、それ以上のことがしたくなってくる。百花はそれを感じ取ったようだった。

「沙祈さんっ、私はこれから夜ご飯を作らなくちゃいけないんです！」

百花は顔を真っ赤にして言った。

――こういう、融通が利かないところも好き。

「うん……わかった……じゃあ、私が着替えさせてあげるね」

「ど、どうしてですか？」

「いいから、いいから」

困惑する百花を宥めながら服を剥ぎ取っていく。

「え？　あ、あのっ……え、ぇっ!?」

百花が着ていたブラウスにスカート、中のブラジャーとショーツまですべて脱がせて、その上から桃色のエプロンを被せる。本当はなにも着せたくなかったが「着替えさせてあげる」と言った手前、なにかしら服を着ていなければ嘘になってしまう。

「さっ、沙祈さんっ……！」

「んー？」

百花の黒髪は今朝がた編み込んでひとまとめにしていた。そこは一分の乱れもなくきちんとしている。ゆえに、裸にエプロンを纏っている姿をいっそう卑猥にする。

「はい、お着替えできたね」

「～～っ」

桃色のエプロンの胸元を押さえながら百花は瞳を潤ませてジトッとこちらを睨んでくる。ああ、そんなふうに加虐心をくすぐるような顔をしないでほしい。

百花は恥ずかしそうにもじもじと両脚を擦り合わせた。エプロンは下半身の大切な箇所をかろうじて覆っているという状態だ。

「夜ご飯を作らなきゃ、なんだよね？　あっ、私もお手伝いしよっか」

「けけ、けっこうですっ」

真っ赤な顔で憤然とそう吐き捨てて、百花は逃げるようにキッチンへと駆けていく。

　――もう、ほんとに可愛いんだから！

裸にエプロンをしているのが嫌なら服を着ればよいものを、百花はそれを甘んじて受け入れて、その恰好のまま料理に取りかかっている。いったいどこまで実直なのだろう。

沙祈はここぞとばかりに、キッチンで料理をする百花を観察する。百花の胸は小ぶりなので――それがまたいい――エプロンとのあいだには隙ができる。彼女が手を動かすたびに乳首がエプロン生地に擦れているようだった。それが気持ちがよいのか、百花の薄桃色の乳頭はもうずっと尖った形のままだ。

百花が後ろを向けば、張りのある尻が見える。そこにはエプロンの紐が垂れ落ちている。そこもやはり卑猥だ。

「いただきます」

テーブルに並べられた料理を眺めて手を合わせる。本当はいち早く百花を食べたいところなのだが、せっかく彼女が作ってくれた食事だ。味わいながら口に入れていく。

その後も沙祈は機を待った。百花はこちらを窺うような視線を寄越しながらも家事に励んでいる。

包丁を使っているときや洗いものをしているときに手を出すときっと百花が危なくなるので、なにもかもが終わるのを待ってから、キッチンにいた百花に抱きついた。

「……ひゃっ！」と声を上げて百花は身をくねらせる。後ろから抱きすくめて、エプロン越しに胸を揉みしだくと、百花は「はぅううんっ」と甘い嬌声を漏らした。

エプロンの内側で切り立っている胸飾りを指でこちょこちょとくすぐる。

「や、やぁんっ……！」

まるでずっと期待していたかのように愛らしい声で啼く百花が好き。愛しくて、もっと喘がせたくてたまらなくなる。

沙祈は百花のエプロンを中央に寄せて乳房を露わにする。

「ぁう、んんぅっ」

百花は緩く首を横に振りながらも、ふたつの膨らみを持ち上げるようにして揉みこめば気持ちよさそうに身悶えした。

硬くしこった乳頭をつまんで引っ張り上げつつ、右手は脚の付け根のほうへと向かわせる。

「あれ……もう濡れてるね」

指摘すると、百花はビクッと大きく体を弾ませた。

「お料理しながら興奮して、ドロドロになっちゃったの？」

「だ、だって……あぅ、あぁうっ」

蜜口に指を挿し入れるとすぐにくちゅ、くちゅっと水音が立った。

「こんなに濡らして、百花ちゃんのえっち。かわいいっ……」

沙祈は吐息たっぷりに「はぁ」と嘆息して、なおも百花の乳首と秘部を指で弄もてあそぶ。

「だめ、です……沙祈さんっ……。だめ、だめぇっ……！」

「んん……なにが？」

尋ねると、百花はゆっくりと振り返った。熱っぽく艶やかな顔を見て、ますます情欲をそそられる。

「わ、私、怖くて……。自分が、とんでもなく卑猥な生き物になっちゃうんじゃないかって。いままで、なんでも……真面目にやってきたつもりなので」

不安そうに眉根を寄せている百花の唇に、一瞬触れるだけのキスをする。

「真面目なのって、百花ちゃんのいいところのひとつだと思うよ。それにどれだけ気持ちよくなったって、百花ちゃんは百花ちゃんだよ」

またくちづける。百花の唇は柔らかいので、何度でもそうしたくなる。

「どんな百花ちゃんも愛してる」

早口になってしまったのは、深いキスもしたくなったから。愛らしい唇を舌で割って、百花の中へと侵入する。

「ん、んっ」

このキスをすると百花はいつも戸惑ったように喘ぐ。それも好き。沙祈はさんざん百花の口腔を舌で弄まさぐったあとで言う。

「ぜんぶ見たいの……。百花ちゃんが好きだから」

ふだんは真面目な百花が乱れて喘ぐそのギャップがたまらない。思えば、無意識のうちにずっと惹かれていたのかもしれない。

「あ、あのっ……どうしたら沙祈さんみたいにきれいになれますか？」

百花はごく真剣な表情で訊いてきた。沙祈は「うーん」と唸って逡巡する。

「それはやっぱり……エクスタシーじゃないかな」

「エクスタシー、って……」

みるみるうちに顔を朱に染めていく百花をじいっと見つめる。彼女は本当に、見ているだけでも飽きない。

「でも百花ちゃん、急にどうしたの？　きれいに、なんて。いままでそういうの、あんまり興味なさそうな感じだったけど」

「そ、それは……ええと……だって……」

「だって？」

「沙祈さんに、ちょっとでも……よく、思われたいから」

「私のため？」

歓びが、あらゆる欲を伴って込み上げてくる。百花をひとりじめしたいという独占欲と、百花のすべてを知りたいという征服欲がふつふつと湧いてくる。

「んもぅ、百花ちゃんったら乙女なんだから！　いまのままでも百花ちゃんはじゅうぶんきれいで、かわいいよ。でも……」

沙祈は百花の秘めやかな箇所に指を沈めながら言葉を紡ぐ。

「エクスタシー、いっぱい感じてね？　何度でもイッて、気持ちよくなってほしい」

そうして指を、狭い肉壷の深いところへ潜り込ませる。百花の内側にはほとんど摩擦がなく、潤みきっている。

「ひゃっ、あっ……あぁ、沙祈さんっ……ふぁぁああっ！」

高らかに喘ぐ百花の頬と唇に何度もキスをして、沙祈は何度も恋人を果てまで導いた。




「百花ちゃん、なんだか最近すごく色っぽくなったね？」

ヘアサロンの仕事を終えてカフェへ行くと、美鈴が百花にそんなことを言っていた。

沙祈は百花に目配せをする。そうして目で合図するだけでも、百花にはたいていのことが正しく伝わる。百花は恥ずかしそうに、しかしはっきりと頷いた。そうして百花の許可を得たことで沙祈は堂々と口を開く。

「重大発表です。私と百花ちゃんはお付き合いさせていただいてます。だから皆さん、百花ちゃんに手出ししないでね！」

すると、いのりと映奈は口を開けてぽかんとした。美鈴はさして驚いたようすもなくひゅうっと口笛を鳴らす。げんなりした顔になっているのは麻衣紗だ。

皆の反応を愉しみながら、沙祈は百花の肩を抱いてその唇を塞いだ。










おわり










この作品はフィクションです。実在の人物・団体・事件などにはいっさい関係ありません。

本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信、ホームページへの転載を禁止します。

本作品の内容を無断で改変、改ざん等、禁止します。

また有償・無償にかかわらず、本作品を第三者に譲渡することはできません。
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